
九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

心
霊
現
象
か
ら
何
を
学
ぶ
か
？

（
人
生
を
ど
う
生
き
る
か
）

　
　
　

講
師　

小
林　

信
正
氏

　
　
（
日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
長
）

日
時	

令
和
５
年
９
月
18
日（
月
・
祝
）

	

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場	

北
と
ぴ
あ
７
階
７
０
１
会
議
室

交
通	

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
２
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費	

会
員
二
千
円（
当
日
入
会
可
）

	

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

（
講
演
内
容
）

世
の
中
は
様
々
で
、
お
金
、
地
位
、

名
誉
が
欲
し
い
人
々
が
い
れ
ば
、
愛
、

幸
せ
を
求
め
て
い
る
人
々
も
い
ま
す
。

「
人
は
な
ぜ
生
き
る
の
で
し
ょ
う
か
」

「
人
は
死
ん
だ
ら
ど
う
な
る
の
か
」

目
に
見
え
な
い
心
霊
世
界
の
虜
に
な
っ

て
奇
人
や
変
人
と
言
わ
れ
よ
う
が
、
60

年
間
探
求
し
て
「
霊
的
な
真
理
」
に
目

覚
め
ま
し
た
。

「
心
霊
現
象
か
ら
何
を
学
ぶ
か
？
」

霊
魂
に
つ
い
て
の
映
像
を
ご
覧
頂
き
、

「
こ
の
人
生
で
大
切
な
事
と
は
？
」

皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

◎
小
林
信
正
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

都
心
生
れ
、
小
学
２
年
時
に
敗
戦
。

焦
土
に
よ
り
小
学
校
６
回
転
校
。

医
師
を
志
し
、
高
校
３
回
転
校
。
解

剖
を
見
学
し
て
医
学
を
諦
め
る
。

旧
東
京
写
真
大
学
か
ら
慶
応
大
学
で

哲
学
・
心
理
学
を
専
攻
。
在
京
テ
レ
ビ

局
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
チ
ー
フ
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
、
部
長
。
退
社
後
、
制
作
会

社
Ｊ
Ｍ
Ｃ
代
表
取
締
役
。
大
学
や
企
業

研
修
の
講
師
。
元
公
益
財
団
法
人
日
本

心
霊
科
学
協
会
常
任
理
事
。

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
長
。

心
霊
現
象
の
研
究
60
年
。

著
書「
ひ
ら
め
き
」の
力
。
他
多
数
。

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」と

一
般
の
御
寄
付
御
礼

�

（
８
／
⓯
受
領
分
ま
で
）

金
二
十
五
万
円
也　
　

匿　

名　
　

様

金
一
千
円
也　
　
　

東
條
多
美
代　

様

◆　
　
　
　
　

◆

第
⓮
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会

透
視
・
ひ
ら
め
き
な
ど
超
能
力
開
発

法
と
体
験
的
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　
　

講
師　

小
林 

信
正 

氏

　
　
（
日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
長
）

日
時	

令
和
５
年
11
月
18
日（
土
）
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今
月
号
の
記
事

◎
九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
第
14
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科

　

会
の
お
知
ら
せ

◎
第
50
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
十
二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

★
10
月
全
国
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

◎
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
九
月
研
究
集

　

会
、
十
一
月
分
科
会
、
十
一
月
研
究

　

集
会
の
お
知
ら
せ

◎
令
和
５
年
度
通
常
総
会
の
報
告
Ⅰ

◎
佐
々
木
茂
美
先
生
新
刊
書
の
ご
案
内

◎
令
和
４
年
六
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅲ

◎
第
四
七
四
回
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

　

研
究
集
会
報
告

◎
日
本
古
代
遺
跡
調
査
報
告
Ⅱ

◎
気
当
て
診
断
法
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午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場	
北
と
ぴ
あ
９
階
９
０
２
会
議
室

交
通	
Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
２
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費	

会
員
一
千
円（
当
日
入
会
可
）

	

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

＊
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
お

支
払
い
下
さ
い
。

（
講
演
内
容
）

人
間
に
は
誰
で
も
潜
在
的
に
備
わ
っ

た
能
力
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
能
力
は
知
ら
ず
に
環
境
に
適
応

し
て
い
ま
す
が
、
自
分
の
潜
在
脳
力
を

引
き
出
す
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
は
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
の
か
、
そ

の
思
考
法
と
実
践
的
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
行

っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

★
あ
な
た
の
透
視
能
力
テ
ス
ト
！

＊
潜
在
能
力
を
引
き
出
す
条
件
と
は

＊
能
力
を
活
か
す
思
考
法
と
は

＊
体
験
的
実
践
テ
ク
ニ
ッ
ク
法

脳
力
の
開
発
の
み
な
ら
ず
、
人
間
関

係
の
改
善
や
自
己
実
現
の
為
に
役
立
つ

テ
ク
ニ
ッ
ク
で
す
。

◆　
　
　
　
　

◆

第
㊿
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
11
回
異
能
科
学
会
議

テ
ー
マ「
た
ま
し
い 

と
は
な
に
か
？

～
魂
理
学
事
始
～
」

講
演
者

あ
お
み
え
り（
真
実
追
求
系 youtuber

）

根
本
泰
行（
理
学
博
士
）

田
中
俊
行（
呪
物
蒐
集
家
）

エ
イ
コ
☆
ク
ル
ス
マ
ー
テ
（
銀
河
の
歌

姫
）

中
沢
健（
U
M
A
研
究
家
）

千
々
松
健（
黄
金
比
研
究
者
）

志
村
則
夫 （
歯
学
博
士
）

他日
時	

令
和
５
年
12
月
９
日（
土
）

	

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

会
場	

北
と
ぴ
あ
７
階
第
一
研
修
室

交
通	

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

	

徒
歩
２
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

参
加
費　

①
一
般  

２
０
０
０
円

	

②
サ
イ
・
サ
ト
ル
会
員
、
学
生
、

	

60
歳
以
上
75
歳
未
満 

１
０
０
０
円

	

③
宇
宙
人
、
75
歳
以
上  

０
円

	

（
宇
宙
人　

認
定
は
受
付
に
て
）

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

◆　
　
　
　
　

◆

十
二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

瞑
想
に
よ
り
自
分
が
変
わ
る

　
　
　

講
師　

三
好 

一
郎 

氏

　
　
（
日
本
サ
イ
科
学
会
副
理
事
長
）

日
時	

令
和
５
年
12
月
17
日（
日
）

	

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場	

北
と
ぴ
あ
９
階
９
０
１
会
議
室

交
通	

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
２
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費	

会
員
二
千
円（
当
日
入
会
可
）

	

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

瞑
想
、
座
禅
は
日
本
の
神
秘
的
な
も

の
と
し
て
、
海
外
で
は
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
歴
史
的
な
も
の
の
と

ら
え
方
か
ら
く
る
も
の
で
、
海
外
の
人

達
に
は
歴
史
的
背
景
が
少
な
く
、
な
か

な
か
理
解
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
日
本

の
神
秘
と
と
ら
え
注
目
さ
れ
て
い
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

現
在
で
は
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑

想
と
し
て
、
か
な
り
瞑
想
が
普
及
し
て

い
ま
す
。
物
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
文
明

生
活
に
お
い
て
、
多
く
の
人
は
身
体
を

壊
し
た
ら
病
院
に
行
き
、
薬
を
飲
み
、

そ
の
肉
体
だ
け
を
治
そ
う
と
し
て
い
ま

す
。
残
さ
れ
て
い
る
、
傷
つ
い
た
精
神

は
、
誰
も
振
り
向
か
ず
、
触
ろ
う
と
し

て
い
な
い
の
で
す
。
そ
れ
は
、
心
へ
の

触
れ
方
を
知
ら
な
い
、
修
正
の
仕
方
が

分
か
ら
な
い
、
良
き
指
導
者
が
い
な
い

か
ら
と
、
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
開
催
は
、
そ
の
壊
れ
か
け
た

精
神
、
見
え
な
い
心
の
修
正
を
、
こ
れ

ら
を
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
面
を
含
め
た

多
角
的
な
面
か
ら
、
瞑
想
に
つ
い
て
の

説
明
だ
け
で
な
く
、
実
践
も
取
り
入
れ

た
講
演
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
自
分
の
力
で
多
く
の
悩
み
、
身
体

の
不
調
の
改
善
を
図
っ
て
い
け
る
指
針

に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
心
、
精
神
が

前
を
向
け
ば
、
身
体
も
前
を
向
い
て
く

れ
ま
す
か
ら
、
体
感
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

◎
三
好
一
郎
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
４
７
年
４
月　

香
川
県
に
生
ま
れ
、

2
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★日本サイ科学会　第31回全国大会★
 （特別協賛：サトルエネルギー学会）

（日時）　2023年10月9日（月・祝）10 :00〜16 :40
（会場）　北とぴあ7階701会議室
（交通）　ＪＲ京浜東北線王子駅下車徒歩2分、ホーム最北端（赤羽寄り）の階段を下り

　改札口を出て見える高層ビル
（会費）　会員 ￥3,000（含当日入会申込者）　一般 ￥4,000　学生 ￥2,000
  上記会費は、予稿集代 を含みます。
  ※サトルエネルギー学会会員は会員会費となります。

＜プログラム＞　（敬称略）
 9 : 30  開場
10 :00〜10 :10 開会のご挨拶　浪平 博人 会長

◎第1部：会員の研究発表（4名）（各20分発表、5分質疑応答）
10 :10〜10 :35 瀬尾 泰範「サイポテンシャルメーターと運命創造曼荼羅」
10 :35〜11 :00 成定 正和「ＵＦＯの実在とエーテルエネルギー」
11 :00〜11 :25 橋本 和哉「スターシード魂の診療」
11 :25〜11 :50 志賀 一雅「脳波の起源（仮説）」
11 :50〜12 :50 昼休み（60分）

◎第2部：シンポジウム　テーマ「宇宙人とサイ」
12 :50〜13 :00　大会委員長 阿久津淳
パネリスト
13 :00〜13 :20 清田益章（超能力者、イノリスト〈祈人〉）
13 :20〜13 :40 マリア石塚（コンタクティ）
13 :40〜14 :00 中野健次郎（プロデューサー、八王子FM代表）
14 :00〜14 :20 和場まさみ（ライター、出版プロデューサー）
14 :20〜14 :40 佐藤禎花（特異効能者、ヒーラー）
14 :40〜15 :00 秋山眞人（超能力者、ヒーラー）
15 :00〜15 :20 吉田 一敏（吉田統合研究所所長）
15 :20〜15 :35 休憩
パネルディスカッション
15 :35〜15 :45 パネル基調講演 浅川義治（衆議院議員）「UFO・宇宙人考」
15 :45〜16 :30 ディスカッション

16 :30〜16 :35 会員優秀発表表彰式　浪平 博人 会長
16 :35〜16 :40 閉会の挨拶　小林 信正 理事長
17 :30〜19 :30 懇親会（希望者：当日受付）
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現
在
は
千
葉
県
在
住
。
獣
医
師
の
資
格

を
持
ち
、
動
物
の
治
療
等
臨
床
に
従
事
。

ま
た
、
資
格
を
要
す
る
業
務
に
も
携
わ

っ
て
い
た
。
出
雲
大
社
神
職
の
資
格
を
持

ち
、
祭
祀
も
執
り
行
っ
て
い
た
。
小
説
家

と
し
て
、
執
筆
活
動
中
。
日
本
サ
イ
科

学
会
副
理
事
長
を
務
め
て
い
る
。

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

「
ラ
イ
ト
ワ
ー
カ
ー
杉
本
光
生
氏

に
よ
る
宇
宙
の
お
話
と
願
望
実

現
・
ヒ
ー
リ
ン
グ
」講
座

　
　
　

講
師　

杉
本 

光
生 

氏

日
時	

令
和
５
年
９
月
30
日

	

午
後
３
時
か
ら
約
２
時
間
半

会
場	

は
し
も
と
内
科
外
科
ク
リ
ニッ 

ク

	
https://clinic-hashim

oto.net/

交
通	

阪
急
京
都
線
、
正
雀
駅
か
ら
徒

歩
３
分

参
加
費　

会
場
参
加
、
W
E
B
と
も

　
　
　
　

会
員　

３
５
０
０
円

　
　
　
　

一
般　

４
０
０
０
円

会
場
参
加　

20
名
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
内
で　

別
室
の
モ
ニ
タ
ー
参
加
17
名
（
動
画
中　

継
で
す
が
質
問
は
対
面
可
能
で
す
）

※
そ
の
他
z
o
o
m
に
よ
る
W
E
B

参
加
は　

人
数
制
限
な
し

◎
杉
本
光
生
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
な
ぜ
あ
の
よ

う
な
発
見
を
で
き
た
か
を
知
り
た
く
て

大
学
で
は
物
理
学
科
を
修
め
る
。
占
い

師
か
ら
聞
い
た
話
で
は
、
種
々
の
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
ル
な
人
物
だ
っ
た
過
去
生
が

あ
り
、
今
回
は
地
球
の
ア
セ
ン
シ
ョ
ン

（
次
元
上
昇
）
を
助
け
る
指
名
を
持
っ

て
地
球
に
や
っ
て
き
た
。
過
去
生
で
は

願
い
星
で
地
球
の
人
の
願
い
を
叶
え
て

い
た
。

今
世
で
は
１
９
９
９
年
７
月
、
あ
る

夢
を
見
る
。
天
井
に
宇
宙
か
ら
の
高
次

元
存
在
が
や
っ
て
来
る
。「
地
球
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
送
り
た
い
が
貴
殿
は
そ
れ

を
受
け
取
り
使
い
こ
な
す
こ
と
が
出
来

る
か
？
」
と
尋
ね
ら
れ
る
。「
出
来
る
」

と
自
分
の
魂
が
自
然
に
答
え
た
と
こ

ろ
、
以
後
、
不
思
議
な
宇
宙
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
受
け
取
る
よ
う
に
な
り
、
杉
本

氏
の
ご
縁
の
あ
る
方
に
ヒ
ー
リ
ン
グ
を

し
て
き
た
。

ま
た
宇
宙
情
報
は
海
外
の
チ
ャ
ネ
リ

ン
グ
情
報
を
翻
訳
し
て
自
身
の
解
釈
を

交
え
な
が
ら
ブ
ロ
グ
、Y

ouT
ube

な

ど
で
発
信
し
て
い
る
。

杉
本
さ
ん
講
座
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

１
．
宇
宙
銀
河
連
合
等
の
話

２
．
人
へ
の
ヒ
ー
リ
ン
グ
、
マ
イ
ナ
ス　

感
情
の
蓄
積
や
ト
ラ
ウ
マ
を
宇
宙
銀　

河
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
癒
す

３
．
願
望
実
現
を
宇
宙
銀
河
の
エ
ネ
ル　

ギ
ー
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
実
習

今
回
の
講
座
は
ち
ょ
っ
と
お
目
に
か

か
れ
な
い
ラ
イ
ト
ワ
ー
カ
ー
の
手
法
を

披
露
し
て
も
ら
い
ま
す
。

先
ず
は
宇
宙
銀
河
連
合
等
と
地
球
に

つ
い
て
の
お
話
で
す
。

地
球
に
関
連
し
た
宇
宙
銀
河
、
星
の

歴
史
は
宇
宙
の
始
ま
り
一
つ
と
っ
て
も

解
明
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
お
そ
ら
く

50
年
や
１
０
０
年
経
っ
て
も
僅
か
に
解

明
さ
れ
る
程
度
だ
と
思
い
ま
す
。

一
方
、
チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
で
宇
宙
を
見

透
す
と
宇
宙
、
人
類
は
こ
の
よ
う
に
出

来
て
き
た
と
い
う
情
報
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
初
め
に
杉
本
氏
が
集
め
た
海

外
の
チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
等
に
よ
る
宇
宙
銀

河
や
星
の
情
報
か
ら
、
特
に
地
球
に
関

連
し
た
情
報
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
か
い
つ

ま
ん
で
お
伝
え
し
て
貰
い
ま
す
。
そ
れ

に
よ
り
宇
宙
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て

頂
き
ま
す
。

次
は
人
の
マ
イ
ナ
ス
の
感
情
蓄
積
や

ト
ラ
ウ
マ
の
除
去
に
つ
い
て
で
す
。

杉
本
さ
ん
の
ヒ
ー
リ
ン
グ
手
法
の
一

つ
は
、
宇
宙
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ダ

イ
レ
ク
ト
に
患
部
に
入
れ
ま
す
。
中
で

も
マ
イ
ナ
ス
の
感
情
蓄
積
、
ト
ラ
ウ
マ

を
取
る
の
を
よ
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
も

う
一
つ
の
手
法
は
と
て
も
変
わ
っ
た
方

法
で
ヒ
ー
リ
ン
グ
し
た
い
人
の
状
態
を

杉
本
氏
自
身
の
身
体
で
再
現
し
、
そ
の

状
況
を
見
な
が
ら
自
身
の
身
体
の
中
で

慈
し
む
よ
う
に
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
す
る
こ

と
で
相
手
が
癒
さ
れ
ま
す
。

上
手
く
い
け
ば
1
分
以
内
に
ヒ
ー
リ

ン
グ
は
終
わ
り
ま
す
。

こ
の
手
法
は
他
で
は
あ
ま
り
お
目
に

か
か
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

「
病
ん
だ
相
手
の
情
報
を
自
分
の
身
体

内
で
再
現
し
て
ヒ
ー
リ
ン
グ
し
た
ら
マ

イ
ナ
ス
を
受
け
な
い
で
す
か
？
」

と
杉
本
氏
に
尋
ね
た
と
こ
ろ

「
全
く
受
け
ま
せ
ん
」と

一
般
の
人
が
同
じ
こ
と
を
し
た
ら
か

な
り
の
障
害
を
受
け
ま
す
。
杉
本
氏
は

宇
宙
の
何
か
に
護
ら
れ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
て
浄
化
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ

4
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で
願
望
実
現
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
受
け
る

素
地
が
で
き
ま
す
。
そ
の
状
態
に
な
る

と
杉
本
さ
ん
が
降
ろ
し
た
願
望
実
現
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
ス
ー
ッ
と
入
っ
て
行
き

ま
す
。
宇
宙
銀
河
で
の
宇
宙
意
識
と
共

に
発
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
球
の
ス
ピ

リ
ッ
ト
に
中
継
し
、
地
球
人
に
合
う
よ

う
変
換
し
た
上
で
受
け
取
り
ま
す
。

こ
の
手
法
も
今
回
、
皆
様
も
見
た
事

が
無
い
手
法
だ
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
ラ
イ
ト
ワ
ー
カ
ー
と
し

て
の
手
法
を
目
の
当
た
り
に
し
、
感

情
、
ト
ラ
ウ
マ
を
除
去
し
て
願
望
実
現

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
実
感
し
て
貰
え
た
ら

と
思
い
ま
す
。

講
座
後
は
懇
親
会
、
定
員
20
名
ま
で

で
す
。

お
弁
当
、
飲
み
物
は
各
自
で
持
参
く

だ
さ
い
。
ご
希
望
の
方
は
お
弁
当
を

２
３
０
０
円
で
手
配
し
ま
す
。
こ
の
場

合
も
飲
み
物
は
持
参
で
す
。
ゴ
ミ
は
各

自
持
ち
帰
り
。

申
し
込
み
は

会
場
参
加
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
も
含
め
て
、

申
し
込
み
先
は

https://docs.google.com
/form

s/
d/13U

9Voz5jap5FxTN-eItSJ7k4_
r9JrY

t4fh7IA
4T
q864/edit

申
し
込
み
受
付
後
に
振
込
先
を
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
一
月
分
科
会
の
お
知
ら
せ

奈
良
、
気
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
巡
り

「
奈
良
、
春
日
の
気
に
癒
さ
れ
る
」

の
お
知
ら
せ

日
時	
11
月
３
日（
金
）

	
午
後
１
時
～
５
時
20
分

参
加
費　

会
員　

４
５
０
０
円

　
　
　
　

一
般　

５
０
０
０
円

※
参
加
お
申
し
込
み
に
つ
き
ま
し
て
は

後
述
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
で
ご
覧
下
さ
い
。

奈
良
市
の
中
で
も
東
側
、
特
に
春
日
大

社
を
中
心
と
し
た
エ
リ
ア
を
気
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
感
じ
な
が
ら
巡
り
ま
す
。

詳
細
は
以
下
を
参
照
く
だ
さ
い
。

https://am
eblo.jp/kansai-psi/

entry-12816877970.htm
l

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
一
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

宇
宙
時
代
の
新
人
類
開
発

　
　
　

講
師　

エ
リ
コ
・
ロ
ウ

日
時	

令
和
５
年
11
月
11
日

	

午
後
３
時
か
ら
約
２
時
間
半

会
場	

摂
津
市
正
雀
市
民
ル
ー
ム
、
大

会
議
室

	
https://shojyaku.net

交
通	

阪
急
京
都
線
、
正
雀
駅
か
ら
徒

歩
３
分

参
加
費　

会
場
参
加
、
W
E
B
と
も

　
　
　
　

会
員　

３
５
０
０
円

　
　
　
　

一
般　

４
０
０
０
円

Ｕ
Ｆ
Ｏ
、
Ｅ
Ｔ
関
係
の
最
新
情
報
、

ミ
ス
テ
リ
ー
サ
ー
ク
ル
の
読
解
や
無
線

ラ
ジ
オ
に
よ
る
Ｅ
Ｔ
と
の
通
信
法
の
紹

介
、
ア
ス
ト
ラ
ル
ト
ラ
ベ
ル
、
瞑
想
に

よ
る
コ
ン
タ
ク
ト
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
が
開
発
し

た
リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
に
よ
る
宇

宙
探
査
、
ラ
イ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
の
実
践

な
ど
実
習
を
通
し
て
宇
宙
を
体
感
す
る

講
座
で
す
。

地
球
外
知
的
生
命
体
の
存
在
や
宇
宙

船
の
飛
来
が
事
実
で
、
ア
メ
リ
カ
を
中

心
に
諸
国
政
府
が
回
収
し
た
墜
落
宇
宙

船
や
そ
の
乗
組
員
か
ら
の
情
報
を
も
と

に
超
先
進
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
開
発
し
て

き
た
と
す
る
内
部
告
発
が
激
増
、
政
府

に
よ
る
情
報
開
示
も
間
近
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

今
回
は
、
ま
ず
無
線
ラ
ジ
オ
で
Ｅ
Ｔ

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
す
。
Ｕ
Ｆ
Ｏ

を
呼
ぶ
の
と
同
じ
く
１
０
０
％
繋
が
る

と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
Ｅ
Ｔ
と
の
平
和

な
交
流
を
求
め
る
参
加
者
の
総
意
が
伝

わ
れ
ば
、
講
演
中
に
返
信
の
シ
グ
ナ
ル

が
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
ア
マ

チ
ュ
ア
無
線
に
よ
る
通
信
の
ラ
イ
セ
ン

ス
を
お
持
ち
の
方
は
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）。

次
に
講
演
と
し
て
、
本
物
と
み
ら
れ

る
ミ
ス
テ
リ
ー
サ
ー
ク
ル
や
Ｅ
Ｔ
、
宇

宙
船
、
地
球
産
の
宇
宙
船
な
ど
の
写
真

や
ビ
デ
オ
を
掲
示
し
な
が
ら
、
プ
レ
ア

デ
ス
星
団
か
ら
金
星
を
経
て
地
球
で
輪

廻
転
生
、
今
世
は
ア
メ
リ
カ
在
住
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
兼
ヒ
ー
ラ
ー
と
い
う
エ
リ

コ
・
ロ
ウ
に
、
米
科
学
者
や
信
頼
筋
が

公
言
す
る
Ｅ
Ｔ
と
人
類
の
関
わ
り
、
人

類
の
起
源
、
宇
宙
の
歴
史
と
構
造
に
関

す
る
最
新
諸
説
を
伝
え
て
い
た
だ
き
ま

す
。

5
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実
習
で
は
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
と
米
軍
が
開

発
、
実
際
に
宇
宙
探
査
に
も
利
用
し
て

い
た
透
視
法
リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン

グ
、
幽
体
と
な
っ
て
宇
宙
を
訪
れ
る
ア

ス
ト
ラ
ル
ト
ラ
ベ
ル
、
特
殊
な
マ
ン
ト

ラ
瞑
想
、
ラ
イ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
な
ど
意

識
を
変
容
さ
せ
る
こ
と
で
宇
宙
と
繋
が

る
方
法
な
ど
に
挑
戦
し
ま
す
。
宇
宙

人
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
情
報
を
知
り
た
い
方
、
瞑

想
状
態
で
Ｅ
Ｔ
と
交
流
し
た
り
、
宇
宙

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
て
み
た
い
方
、

宇
宙
と
繋
が
る
手
法
を
学
ん
で
み
た
い

方
は
も
と
よ
り
、
潜
在
能
力
を
開
花
さ

せ
た
い
方
、
意
識
改
革
に
つ
な
が
る
刺

激
を
お
求
め
の
方
に
も
お
勧
め
の
楽
し

い
講
座
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
講
座
後
は
懇
親
会
、「
寿
し

匠
お
が
わ
」
午
後
６
時
頃
か
ら
15
名
ま

で
。
参
加
費
４
４
０
０
円
（
税
込
） 

飲

み
代
は
各
自
。

お
申
し
込
み
先
は
、
会
場
参
加
、

W
E
B
参
加
も
含
め
て
、
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申
し
込
み
受
付
後
に
振
込
先
を
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

最
終
受
付
は
11
月
７
日
ま
で

※
キ
ャ
ン
セ
ル
ポ
リ
シ
ー
11
月
８
日
以

降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
50
％
の
キ
ャ
ン

セ
ル
料
が
か
か
り
ま
す
。

	

当
日
は
１
０
０
％
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料

と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※
z
o
o
m
リ
ン
ク
は
11
月
10
日

（
金
）
の
夜
９
時
頃
メ
ー
ル
し
ま
す
。

◎
エ
リ
コ
・
ロ
ウ
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

米
国
シ
ア
ト
ル
在
住
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
兼
バ
イ
オ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ヒ
ー

ラ
ー
＆
ト
レ
ー
ナ
ー
。
イ
ー
レ
ン
気

功
、
ハ
ー
ト
マ
ス
ア
ド
ハ
ー
ト
、

H
M
R
（
ホ
ロ
グ
ラ
ム
記
憶
解
決
法
）、

チ
ベ
ッ
ト
・
マ
ン
ト
ラ
・
ヒ
ー
リ
ン
グ

な
ど
の
認
定
講
師
。
長
年
に
わ
た
り
Ｎ

Ｈ
Ｋ
や
著
作
の
取
材
を
通
じ
、
欧
米
の

最
先
端
医
療
か
ら
先
住
民
族
の
癒
や
し

ま
で
、
欧
米
の
科
学
者
が
注
目
す
る
セ

ラ
ピ
ー
や
超
能
力
開
発
法
を
実
践
で
学

ん
で
き
た
。「
自
ら
を
変
え
る
脳
の

力
」、「
死
ん
だ
後
に
は
続
き
が
あ
る
の

か
、
臨
死
体
験
と
意
識
の
科
学
の
最
前

線
」、「
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の

書
物
よ
り
も
賢
い
言
葉
」
な
ど
著
書
、

訳
書
多
数
。
元
コ
ー
ネ
ル
大
学
非
常
勤

教
師
、
元
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
大
非
常
勤

講
師
。
早
稲
田
大
学
第
一
文
学
部
、
Ｎ

Ｙ
大
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
大
学
院
卒
。

令
和
５
年
度
通
常
総
会
の
報
告
Ⅰ

日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　

会
長　

浪
平 

博
人

◎
令
和
４
年
度
本
部
事
業
報
告

１
．
会
員
の
現
状
（
令
和
５
年
５
月
末　

現
在
）

　

名
誉
会
員　
　
　
　

１
名

　

維
持
会
員　
　
　
　

３
名

　

正
会
員　
　
　

１
０
４
名

　

学
生
会
員　
　
　
　

21
名

　

準
会
員　
　
　
　
　

21
名

　

合
計　
　
　
　

１
５
０
名

２
．
講
演
会
、
研
究
集
会

本
部
は
10
月
の
「
第
30
回
全
国
大

会
」
を
含
み
、
計
13
回
の
例
会
・
分
科

会
を
開
催
し
た
。

◎
本
部
例
会
・
大
会（
敬
称
略
）

令
和
４
年

４
月
17
日
（
日
）
浪
平
博
人
「
生
命
現 　

象
発
生
の
数
理
仮
説
（
命
の
働
き
は

混
沌
か
ら
現
れ
る
）」

６
月
19
日
（
日
）
平
田
進
一
郎
「
私
が　

体
験
し
、
学
ん
だ
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル　

ヒ
ー
リ
ン
グ
の
真
実
」

７
月
18
日
（
月
・
祝
）「
不
思
議
体
験
談
、　

写
真
映
像
発
表
・
討
論
会
」

９
月
18
日
（
日
）
飛
沢
誠
一
「
こ
の
世　

の
人
生
で
活
躍
、
満
足
す
る
方
法
と　

は
？
」

10
月
10
日
（
月
・
祝
）
第
30
回
全
国
大　

会
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
あ
の　

世
と
サ
イ
」」

12
月
10
日
（
土
）
芳
田
マ
サ
ヒ
ロ
「
な　

り
た
い
自
分
に
な
る
！
筆
跡
の
魔
法
」

令
和
５
年

２
月
19
日
（
日
）
中
島
敏
樹
、
澤
本
三　

十
四
「
心
身
に
い
い
水
」

◎
分
科
会

☆
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

	

（
世
話
役　

阿
久
津 

淳
）

令
和
４
年

７
月
23
日
（
土
）
第
46
回
「
第
16
回
Ｕ　

Ｆ
Ｏ
＊
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

12
月
18
日
（
日
）
第
47
回
「
第
10
回
異　

能
科
学
会
議
」

令
和
５
年

３
月
25
日
（
土
）
第
48
回
「
第
５
回
ソ　

ク
ラ
テ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

☆
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科
会

	

（
世
話
役　

小
林 

永
周
）

令
和
４
年

５
月
29
日
（
日
）
第
12
回　

小
林
永
周　

「
特
異
能
力
の
検
証
と
開
発
法
」

6
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11
月
20
日
（
日
）
第
13
回　

小
林
永
周　

「
憑
依
現
象
と
霊
障
の
解
決
法
」

☆
占
星
学
と
運
命
創
造
学
の
研
究
分
科　

会
（
世
話
役　

瀬
尾 

泰
範
）

令
和
５
年

１
月
15
日
（
日
）
第
６
回
占
星
学
と
運　

命
創
造
学
の
研
究
分
科
会

３
．
通
常
総
会

令
和
４
年
６
月
19
日（
日
）

北
と
ぴ
あ
７
０
１
会
議
室
で
開
催

４
．
全
国
理
事
会
・
評
議
員
会

令
和
４
年
６
月
19
日（
日
）

北
と
ぴ
あ
８
０
１
会
議
室
で
開
催

５
．
本
部
理
事
会

	

第
２
２
５
回
～
第
２
２
９
回
を
４

月
、　

７
月
、
９
月
、
12
月
、
２
月

の
５
回
開
催
し
た
。

６
．
出
版
物

	

「
サ
イ
科
学
」
第
44
巻
第
１
号
を
発　

行
し
た
。

	

「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
第
４
６
３
号　

か
ら
第
４
６
８
号
ま
で
６
誌
を
発
行　

し
た
。（
続
く
）

◆　
　
　
　
　

◆

◎
新
刊
書
の
ご
案
内

佐
々
木
茂
美
著
「
宇
宙
空
間
に
存
在

す
る
意
識（
心
）エ
ネ
ル
ギ
ー
」

https://w
w
w
.am
azon.co.jp/gp/

product/B
0CD

95GQ
9C/

今
回
はK

indle

電
子
出
版
の
他
に
、

A
m
azon

の
P
O
D
に
よ
る
ペ
ー
パ

ー
バ
ッ
ク
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

本
の
価
格
は
、

・K
indle U

nlim
ited 

会
員
：
無
料
読

み
放
題

・K
indle

一
般
の
方
：
１
０
０
円

・
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
（
紙
の
本
）：

	

８
８
０
円

佐
々
木
先
生
は
現
在
、
メ
ー
ル
や
携

帯
電
話
を
使
っ
て
い
ま
せ
ん
。

メ
ー
ル
は
読
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
留
意
願
い
ま
す
。

是
非A

m
azon

で
ご
購
入
い
た
だ
き
、

ご
感
想
を
お
手
紙
で
お
送
り
し
た
り
、

レ
ビ
ュ
ー
に
お
書
き
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。
佐
々
木
先
生
の
ご
住
所
は
本

の
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

◆　
　
　
　
　

◆

令
和
４
年
６
月
本
部
例
会
報
告
Ⅲ

私
が
体
験
し
、
学
ん
だ
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
ヒ
ー
リ
ン
グ
の
真
実

　
　
　

講
師　

平
田 

進
一
郎 

氏

人
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
っ
て
い
う
こ
と

で
あ
れ
ば
、
当
然
、
細
胞
も
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
細
胞
に
も
当
然
波
動
が
あ
る
わ
け

で
す
ね
。

私
が
常
に
マ
イ
ナ
ス
思
考
、
マ
イ
ナ

ス
の
感
情
を
作
り
出
し
て
た
ら
、
私
の

中
に
あ
る
細
胞
も
き
っ
と
そ
の
波
動
の

影
響
を
受
け
て
マ
イ
ナ
ス
の
波
長
を
作

り
出
す
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
フ
ィ
リ
ピ

ン
に
行
っ
て
重
篤
な
病
気
に
な
っ
て
き

た
方
っ
て
い
う
の
は
、
決
し
て
心
と
感

情
と
い
う
も
の
が
明
る
く
は
あ
り
ま
せ

ん
。そ

れ
は
そ
う
で
す
ね
。
病
気
の
方
だ

け
ど
、
そ
れ
を
逆
に
ど
う
し
た
ら
よ
く

し
て
い
く
か
っ
て
い
っ
た
と
き
に
、
一

時
的
に
ヒ
ー
ラ
ー
が
ヒ
ー
リ
ン
グ
に
よ

っ
て
そ
う
い
っ
た
悪
い
部
分
を
と
っ
て

い
た
だ
い
て
、
そ
の
滞
在
期
間
中
っ
て

い
う
の
は
す
ご
く
良
く
な
り
ま
す
け
れ

ど
、
実
際
に
良
く
は
な
る
ん
で
す
け

ど
、
こ
れ
も
あ
る
意
味
対
症
療
法
な
ん

で
す
ね
。
そ
の
場
で
本
人
が
そ
う
い
っ

た
波
動
に
な
っ
て
し
ま
う
。
原
因
と
い

う
の
を
取
り
除
か
な
い
と
、
い
く
ら
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ヒ
ー
リ
ン
グ
な
の
だ
っ

て
い
う
の
を
や
っ
て
も
ダ
メ
な
ん
で
す
。

で
す
か
ら
、
こ
の
こ
と
っ
て
い
う
の

は
現
代
医
学
に
も
言
え
る
わ
け
で
す
ね
。

が
ん
が
あ
り
ま
し
た
。

手
術
し
て
取
り
ま
し
た
。

で
も
、
そ
の
後
は
手
術
し
て
取
っ
た

か
ら
、
も
う
治
っ
ち
ゃ
っ
た
元
の
生
活

に
戻
る
っ
て
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
原

因
と
結
果
の
法
則
か
ら
大
き
く
ず
れ
て

し
ま
っ
て
、
ま
た
同
じ
よ
う
な
思
い
と

同
じ
よ
う
な
感
情
を
毎
日
毎
日
習
慣
的

に
作
り
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
た
再

発
と
い
う
よ
う
な
方
向
に
行
っ
て
し
ま

う
可
能
性
っ
て
い
う
の
も
否
定
で
き
な

い
わ
け
で
す
。

で
す
か
ら
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も

の
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
に
は
必
ず

波
動
す
な
わ
ち
バ
イ
オ
フ
ォ
ト
ン
と
い

う
も
の
が
存
在
し
て
い
る
ん
だ
、
と
い

う
よ
う
な
こ
と
を
ぜ
ひ
記
憶
に
留
め
て

お
い
て
い
た
だ
き
た
い
な
、
と
い
う
ふ

う
に
思
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
い
き
な
り
グ
ロ
テ
ス
ク
な

絵
な
ん
で
す
け
ど
、
こ
れ
写
真
な
ん
で

す
ね
。

7



8

こ
の
写
真
は
非
常
に
珍
し
く
、
実
際

に
こ
の
よ
う
に
ヒ
ー
ラ
ー
の
と
こ
ろ
か

ら
光
が
入
っ
て
き
て
、
基
本
的
に
は
天

上
界
の
パ
ワ
ー
を
そ
の
ヒ
ー
ラ
ー
の
体

を
通
し
て
患
者
さ
ん
の
方
に
入
れ
て
い

く
と
い
う
考
え
方
に
な
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
が
動
画
じ
ゃ
な
い
で
す
け
ど
、
実

際
に
眼
球
を
取
り
出
し
て
い
る
よ
う
な

映
像
で
す
。

（
次
の
写
真
）

こ
の
よ
う
に
お
腹
の
中
に
手
を
入
れ

る
と
毛
穴
が
開
い
て
、
そ
こ
か
ら
血
液

が
ふ
わ
っ
と
膨
れ
上
が
っ
て
、
そ
ん
な

に
出
血
は
し
な
い
ん
で
す
け
ど
も
、
そ

こ
か
ら
こ
う
い
っ
た
肉
片
と
い
う
塊
が

飛
び
出
し
て
き
て
、
そ
れ
を
取
る
わ
け

で
す
ね
。

最
初
私
こ
れ
を
見
た
時
衝
撃
で
し
た
。

お
そ
ら
く
こ
う
い
う
の
は
初
め
て
見
ら

れ
る
方
、
衝
撃
か
と
思
う
ん
で
す
け

ど
、
こ
れ
は
人
間
と
か
動
物
の
臓
物
と

は
全
く
違
う
も
の
で
す
。

こ
の
ヒ
ー
リ
ン
グ
に
関
し
て
と
い
う

の
は
、
私
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
行
っ
て
か

ら
３
年
か
５
年
後
ぐ
ら
い
に
、
私
が
家

や
学
校
の
方
で
年
に
２
回
や
っ
て
ま
す
。

リ
ト
リ
ー
ト
研
修
と
い
う
２
泊
３
日

の
瞑
想
研
修
の
時
に
、
私
ど
も
財
団
の

持
っ
て
い
る
富
士
の
別
荘
を
使
っ
て
い

る
ん
で
す
け
ど
、
実
は
そ
の
別
荘
に
こ

の
ヒ
ー
ラ
ー
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
呼
び

ま
し
て
１
回
そ
こ
で
治
療
を
や
っ
た
経

験
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
時
は
２
日
間
で
60
人
ぐ
ら
い
の

方
が
来
ら
れ
た
ん
で
す
け
ど
、
最
後
黒

の
ポ
リ
袋
に
こ
の
出
て
き
た
臓
物
を
入

れ
て
終
わ
っ
た
夕
方
、
私
自
身
が
そ
れ

を
生
ゴ
ミ
と
し
て
焼
却
す
る
ん
で
す
け

ど
、
最
初
は
も
の
す
ご
く
大
き
な
袋
だ

っ
た
の
が
、
夕
方
に
な
る
と
も
の
す
ご

く
小
さ
く
な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
ね
。

ち
ょ
っ
と
怖
く
て
、
中
は
開
け
て
な

い
ん
で
す
け
ど
、
た
だ
不
思
議
だ
な
と

思
っ
た
の
は
普
通
、
大
体
肉
片
を
ほ
っ

た
ら
か
し
に
し
て
お
く
と
冷
え
て
く
る

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
れ
が
冷
え
な
い

ん
で
す
ね
。
全
然
冷
え
て
な
い
。
ち
ょ

っ
と
生
温
か
い
よ
う
な
。

ち
ょ
う
ど
車
の
助
手
席
で
そ
れ
を
捨

て
よ
う
と
思
っ
て
足
の
間
に
入
れ
て
夏

だ
っ
た
ん
で
、
半
ズ
ボ
ン
を
履
い
て
ま

し
た
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
そ
こ
の
ポ
リ
の

袋
の
と
こ
ろ
が
当
た
っ
た
時
に
な
ん
か

生
温
か
い
よ
う
な
、
そ
ん
な
感
じ
が
し

ま
し
た
。
こ
の
世
の
も
の
と
は
思
え
な

い
な
、
と
い
う
ふ
う
に
そ
こ
に
行
っ
て

痛
切
に
感
じ
た
わ
け
で
す
。

こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
ヒ
ー
リ
ン
グ
と
は

余
談
に
な
る
ん
で
す
が
、
こ
れ
は
聖
書

を
掲
げ
て
、
ヒ
ー
ラ
ー
が
こ
の
聖
書
か

ら
皆
さ
ん
信
じ
な
い
か
も
し
れ
な
い
で

す
け
ど
、
目
に
見
え
な
い
心
霊
注
射
と

い
う
の
を
出
し
て
、
そ
れ
を
刺
す
ん
で

す
ね
。

そ
れ
が
ま
た
痛
い
ん
で
す
。
今
日
来

ら
れ
て
い
る
方
の
中
に
は
何
人
か
こ
れ

経
験
さ
れ
て
い
る
方
、
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
思
い
ま
す
け
ど
、
こ
う
い
う
よ
う
な

こ
と
が
実
際
に
向
こ
う
で
は
や
っ
て
お

り
ま
し
た
。

最
終
的
に
学
ん
だ
こ
と
と
い
う
の
は

最
強
の
治
療
法
と
い
う
の
は
、
あ
な
た

の
中
に
あ
る
自
分
の
中
に
あ
る
、
つ
ま

り
肉
体
的
な
も
の
だ
け
を
や
っ
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
こ
の
治
療
の

合
間
合
間
に
レ
ク
チ
ャ
ー
が
あ
り
、
合

間
合
間
に
瞑
想
を
や
り
自
分
自
身
の
本

質
的
な
も
の
を
学
ん
で
い
く
。
勉
強
も

合
わ
せ
て
や
っ
て
い
く
。

１
週
間
で
す
の
で
、
一
番
ハ
イ
ラ
イ

ト
と
し
て
皆
さ
ん
が
驚
く
の
は
、
あ
あ

い
う
心
霊
治
療
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

そ
れ
以
外
に
も
後
で
お
話
し
し
ま
す
け

れ
ど
も
そ
の
方
の
魂
が
永
遠
に
不
滅
と

い
う
よ
う
な
こ
と
を
皆
さ
ん
否
定
し
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
や
っ
ぱ
り
仏
教
に
限

ら
ず
、
私
た
ち
の
過
去
性
と
い
う
も
の

が
必
ず
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

で
す
か
ら
過
去
性
の
自
分
の
意
識
、

そ
う
い
う
も
の
を
こ
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

8
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研
修
を
通
し
て
学
ん
で
い
く
と
い
う
。

そ
う
い
う
１
週
間
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

そ
れ
を
最
初
に
経
験
し
た
時
に
、
こ
れ

は
か
な
り
命
の
選
択
に
な
る
な
と
、
今

ま
で
20
代
だ
っ
た
ら
や
っ
ぱ
り
ど
こ
か

に
旅
行
に
行
こ
う
。
そ
こ
そ
こ
外
国
に

行
く
人
だ
っ
た
ら
、
や
っ
ぱ
り
ハ
ワ
イ

に
行
っ
て
命
の
選
択
し
よ
う
と
考
え
る

ん
で
す
け
れ
ど
も
こ
の
時
期
か
ら
で
す

ね
。
年
に
２
回
は
こ
こ
に
行
っ
て
そ
う

い
っ
た
学
び
を
し
て
い
き
た
い
と
い
う

風
に
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

映
像
で
ち
ょ
っ
と
見
て
い
た
だ
き
ま

し
た
け
ど
、
こ
の
ヒ
ー
ラ
ー
の
ヒ
ー
リ

ン
グ
っ
て
い
う
の
は
、
こ
れ
に
似
た
よ

う
な
の
をY

ouT
ube

で
出
し
て
い
る
人

が
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
今
ご
覧
に
な
っ

た
も
の
と
比
較
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
分

か
り
ま
す
け
ど
、
全
然
豪
快
さ
、
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
さ
が
違
う
ん
で
す
ね
。

偽
物
っ
て
い
う
の
は
、
も
う
こ
う
や

っ
て
、
隠
し
な
が
ら
、
手
に
こ
う
や
っ

て
や
り
な
が
ら
や
っ
て
い
き
ま
す
か
ら
。

今
お
見
せ
し
た
映
像
は
、
一
切

Y
ouT
ube

に
載
せ
た
り
と
か
そ
う
い

う
公
共
の
も
の
に
は
見
せ
て
い
ま
せ

ん
。
そ
う
じ
ゃ
な
い
と
、
や
っ
ぱ
り
こ

れ
だ
け
を
見
せ
る
と
で
す
ね
。
い
ろ
ん

な
憶
測
が
飛
び
交
う
わ
け
で
す
ね
。

で
、
現
に
こ
の
時
代
も
こ
れ
が
あ
る
っ

て
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
と
同
時
に
、

み
ん
な
皆
さ
ん
じ
ゃ
あ
、
そ
れ
、
本
物

な
の
か
偽
物
な
の
か
っ
て
い
う
こ
と
で

来
る
わ
け
で
す
よ
。

そ
れ
で
中
に
は
こ
う
ガ
ン
を
取
っ
て

も
ら
っ
た
と
か
、
今
ヒ
ー
ラ
ー
の
先
生

が
出
し
た
の
は
ガ
ン
細
胞
で
す
と
か
い

う
わ
け
の
分
か
ん
な
い
こ
と
を
言
っ
て

い
る
番
組
も
相
当
あ
り
ま
し
た
。

も
う
一
度
誤
解
の
な
い
よ
う
に
申
し

上
げ
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
こ
か
ら
出
て

く
る
も
の
っ
て
い
う
の
は
、
自
分
の
中

に
あ
る
想
念
体
が
作
り
出
し
た
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
の
意
識
な
ん
で
す
。
こ
の
意
識

を
、
一
時
的
に
ヒ
ー
ラ
ー
の
力
に
よ
っ

て
外
に
物
化
現
象
と
し
て
取
っ
て
い
く

対
症
療
法
。

そ
の
時
は
良
く
な
る
け
れ
ど
も
そ
の

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
心
を
引
き
付
け
る
自
分

の
内
在
さ
れ
た
意
識
を
変
え
な
い
限
り

ず
っ
と
つ
き
続
け
る
、
い
わ
ゆ
る
、
治

ら
な
い
ん
だ
よ
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と

な
ん
で
す
ね
。

で
す
か
ら
、
こ
れ
を
や
っ
て
帰
っ
て

す
ぐ
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
し
ま
し
た
ら
ガ

ン
が
消
え
て
ま
し
た
っ
て
い
う
方
も
い

ま
し
た
し
、
帰
っ
て
み
た
け
ど
消
え
て

な
か
っ
た
よ
っ
て
い
う
人
も
い
ま
す
し
、

３
ヶ
月
経
っ
て
か
ら
消
え
た
っ
て
い
う

人
も
い
ま
す
し
、
６
ヶ
月
後
に
も
う
１

回
行
っ
て
消
え
た
っ
て
い
う
方
も
い
ま

す
し
、
実
例
を
挙
げ
れ
ば
40
名
、
50
名

の
方
の
体
験
っ
て
い
う
の
を
私
実
際
に

見
て
き
ま
し
た
の
で
、
決
し
て
現
象
自

体
と
い
う
の
は
も
の
す
ご
い
神
業
に
し

か
見
え
な
い
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
辺
の

認
識
と
い
う
の
を
、
こ
の
映
像
を
見
て

意
外
と
理
解
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
な
、

と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

じ
ゃ
あ
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ヒ
ー
リ

ン
グ
っ
て
い
う
の
は
何
な
の
？
と
い
う

問
い
に
対
し
ま
し
て
は
、
冒
頭
申
し
上

げ
ま
し
た
通
り
、
生
命
場
を
調
整
す
る

こ
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
場
を
調
整
す
る
こ

と
、
そ
の
人
の
意
識
を
変
え
て
い
く
努

力
を
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
出
て
く

る
思
考
や
出
て
く
る
感
情
と
い
う
も
の

が
変
わ
っ
て
く
る
っ
て
い
う
。
そ
こ
に

目
を
向
け
な
い
と
ダ
メ
な
わ
け
で
す
。

で
す
か
ら
ち
ょ
っ
と
難
し
く
て
混
乱

さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
ん
で
す
け
ど
、

定
義
し
ま
す
と
こ
う
い
う
こ
と
な
ん
で

す
ね
。
意
識
状
態
つ
ま
り
魂
の
状
態
っ

て
い
う
も
の
は
、
私
た
ち
こ
の
肉
体
を

持
っ
た
と
き
に
そ
の
魂
を
ベ
ー
ス
に
し

て
表
に
出
す
思
考
と
感
情
と
い
う
も
の

を
体
験
す
る
わ
け
な
ん
で
す
。

こ
れ
が
根
性
だ
け
の
も
の
で
あ
れ
ば

い
い
ん
で
す
が
、
過
去
生
に
自
分
が
別

の
肉
体
を
持
っ
た
と
き
に
そ
れ
を
体
験

し
た
も
の
が
、
今
生
も
同
じ
よ
う
な
体

験
を
す
る
わ
け
で
す
。

だ
か
ら
な
か
な
か
で
す
ね
。
よ
く
巷

で
は
カ
ル
マ
の
修
正
、
仏
教
的
に
は
業

で
す
よ
ね
。
カ
ル
マ
の
修
正
を
し
な
き

ゃ
カ
ル
マ
の
修
正
を
し
な
き
ゃ
、
と
い

う
言
葉
は
あ
り
ま
す
け
ど
、
そ
ん
な
に

簡
単
に
カ
ル
マ
の
修
正
な
ん
て
で
き
な

い
ん
で
す
よ
ね
。

根
性
だ
け
の
反
省
で
は
無
理
で
す
か

ら
過
去
生
も
あ
る
し
、
そ
の
前
も
あ
る

で
も
結
果
的
に
は
、
我
々
生
き
て
い
る

以
上
、
目
標
は
何
か
っ
て
い
っ
た
ら
、

悪
し
き
意
識
状
態
か
ら
正
し
き
意
識
状

態
に
変
え
た
方
が
、
よ
り
人
生
を
楽
し

9
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く
生
き
ら
れ
る
よ
、
と
良
子
的
な
考
え

方
を
し
た
ら
そ
っ
ち
の
考
え
方
で
い
っ

た
方
が
良
い
も
の
を
引
き
付
け
て
く
る

よ
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
だ
け
の
こ
と

な
ん
で
す
。

だ
か
ら
、
あ
ん
ま
り
結
果
を
最
初
か

ら
良
い
、
悪
い
と
い
う
こ
と
を
求
め
る

よ
り
は
、
き
ち
っ
と
こ
う
い
っ
た
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
た

ち
と
い
う
の
は
変
革
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
風
な
考
え
方
に
な
る
わ

け
な
ん
で
す
。

ち
ょ
っ
と
こ
こ
で
少
し
量
子
物
理
学

も
踏
ま
え
た
お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
意
識
を
語
る
上
で
、
良
子
論
が
最

近
は
介
在
す
る
と
い
う
理
由
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
物
質

と
し
て
存
在
す
る
も
の
と
状
態
と
し
て

存
在
す
る
も
の
が
ど
う
違
う
か
と
い
う

こ
と
を
分
か
り
や
す
く
ご
説
明
し
ま
す
。

意
識
っ
て
目
に
見
え
ま
せ
ん
。
で
も
、

意
識
状
態
っ
て
い
う
の
は
皆
さ
ん
な
ん

と
な
く
分
か
る
と
思
い
ま
す
。
ふ
わ
ー

っ
と
し
て
る
け
ど
、
で
も
思
考
だ
っ
た

ら
今
何
考
え
て
る
ん
で
す
か
っ
て
聞
け

ば
私
こ
う
い
う
こ
と
考
え
て
ま
す
。

今
何
思
っ
て
ん
で
す
か
っ
て
言
っ
た

ら
い
や
私
こ
う
い
う
こ
と
思
っ
て
ん
で

す
っ
て
、
他
人
に
対
し
て
シ
ェ
ア
す
る

こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
け
ど
、
意
識
状

態
は
っ
て
聞
か
れ
て
も
な
か
な
か
言
葉

に
で
き
な
い
ん
で
す
ね
。
で
も
、
状
態

と
し
て
は
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

こ
れ
を
例
え
ば
こ
れ
海
で
す
。
こ
の

海
が
静
か
な
、
あ
ま
り
波
の
立
っ
て
い

な
い
よ
う
な
状
態
っ
て
い
う
の
も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
を
私
た
ち
の
意
識
で
考
え

て
み
て
く
だ
さ
い
。
瞑
想
を
し
て
、
心

が
穏
や
か
に
な
っ
た
、
ま
た
は
分
か
り

や
す
く
言
え
ば
、
温
泉
に
行
っ
て
リ
ラ

ッ
ク
ス
を
し
て
何
か
心
が
軽
く
な
っ
た

っ
て
言
っ
た
時
に
自
分
の
意
識
っ
て
も

の
す
ご
く
安
定
し
て
る
状
態
で
す
よ

ね
。で

す
か
ら
何
か
自
分
に
と
っ
て
の
あ

る
特
定
の
意
識
状
態
が
い
つ
も
あ
る
場

面
に
出
く
わ
す
と
、
自
分
の
感
情
を
怒

り
の
感
情
に
変
え
て
、
思
い
も
憎
ら
し

い
と
か
、
悔
し
い
と
か
、
そ
う
い
う
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
に
出
て
く
る
体
験
ば

っ
か
り
ず
っ
と
し
て
い
る
と
そ
の
体
験

に
対
し
て
自
分
の
意
識
と
い
う
の
は
自

動
的
に
反
応
す
る
よ
う
な
状
況
に
な
っ

て
い
っ
ち
ゃ
う
わ
け
で
す
ね
。

同
じ
人
で
も
で
も
あ
る
時
、
何
か
自

分
に
と
っ
て
不
都
合
な
状
態
が
起
こ
っ

た
時
に
ど
う
で
し
ょ
う
。

波
は
荒
れ
る
わ
け
で
す
。
こ
う
や
っ

て
、
波
と
い
う
も
の
は
状
態
と
し
て
存

在
し
て
ま
す
。
さ
っ
き
は
波
が
打
っ
て

な
い
と
い
う
状
態
で
存
在
し
て
ま
す
。

こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
意
識
に
相
当
す
る
わ

け
で
す
。

じ
ゃ
あ
、
こ
の
波
と
い
う
も
の
を
分

析
し
て
い
け
ば
何
か
っ
て
言
っ
た
ら
水

で
あ
っ
て
、
水
っ
て
い
う
の
は
何
か
と

言
っ
た
ら
水
と
い
う
分
子
と
い
う
物
質

が
あ
っ
て
物
質
で
い
け
ば
Ｈ
と
い
う
皆

さ
ん
ご
存
知
の
よ
う
に
、
分
子
の
水
素

と
酸
素
の
共
有
で
結
合
し
た
も
の
が
水

に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
水

っ
て
言
っ
て
い
る
う
ち
は
物
質
な
ん
で

す
け
ど
、
こ
れ
が
波
に
な
っ
て
く
る
と

状
態
と
し
て
存
在
し
て
し
ま
う
と
い
う

こ
と
で
、
こ
の
物
質
と
し
て
存
在
す
る

状
態
と
波
と
い
う
状
態
で
存
在
す
る
も

の
っ
て
い
う
の
は
両
方
二
つ
あ
る
ん

だ
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
。

こ
れ
が
量
子
論
と
し
て
言
わ
れ
て
い

る
こ
と
で
す
。

10
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先
ほ
ど
、
ヒ
ー
ラ
ー
が
じ
ゃ
あ
、
こ

の
波
を
ど
う
整
え
て
い
く
か
、
と
い
う

こ
と
に
な
る
ん
で
す
が
、
必
ず
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
移
送
の
状
態
と
い
う
も
の
が
で

き
て
ま
す
。

こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
上
が
っ
て
し
ま
っ

た
バ
ッ
テ
リ
ー
が
も
う
一
つ
の
元
気
な

方
の
バ
ッ
テ
リ
ー
か
ら
繋
い
で
、
シ
ス

テ
ム
復
活
の
た
め
に
バ
ッ
テ
リ
ー
チ
ャ

ー
ジ
す
る
こ
と
に
す
ご
く
似
て
い
ま
す
。

ヒ
ー
ラ
ー
と
い
う
施
療
を
や
る
人
か

ら
ヒ
ー
リ
ー
と
い
う
受
け
る
人
に
対
し

て
、
シ
ス
テ
ム
復
活
の
た
め
の
バ
ッ
テ

リ
ー
チ
ャ
ー
ジ
を
や
っ
て
い
く
わ
け
な

ん
で
す
ね
。
実
際
の
と
こ
ろ
は
特
に
手

で
や
る
よ
う
な
ヒ
ー
リ
ン
グ
っ
て
い
う

の
は
ま
さ
に
こ
れ
に
あ
た
り
し
ま
す
。

こ
の
時
、
ヒ
ー
ラ
ー
が
そ
の
施
療
を

受
け
る
方
に
ど
の
よ
う
な
意
識
で
ど
の

よ
う
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
や
る
か
と

い
う
こ
と
に
よ
っ
て
も
大
き
な
違
い
が

出
て
く
る
わ
け
で
す
ね
。

ま
た
、
同
じ
よ
う
に
受
け
る
側
の
意

識
の
度
合
い
っ
て
い
う
も
の
に
よ
っ
て

も
大
き
く
、
そ
の
効
果
と
い
う
の
が
違

っ
て
き
ま
す
。

こ
れ
難
し
い
言
葉
で
言
え
ば
、
波
長

鏡
面
と
言
い
ま
し
て
、
ど
れ
だ
け
ヒ
ー

ラ
ー
に
対
し
て
信
頼
を
置
い
て
い
る

か
、
例
え
ば
先
ほ
ど
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

こ
の
治
療
に
お
い
て
も
、
最
初
私
が
行

っ
た
時
と
い
う
の
は
ど
ん
な
こ
と
さ
れ

る
ん
だ
ろ
う
あ
ん
な
こ
と
さ
れ
て
痛
く

な
い
ん
だ
ろ
う
か
っ
て
い
う
猜
疑
心
の

塊
み
た
い
な
の
で
言
っ
て
ま
す
か
ら
、

体
は
正
直
で
、
筋
肉
は
硬
直
し
て
る
わ

け
で
す
ね
。
で
す
か
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

た
状
態
で
受
け
て
ま
せ
ん
の
で
、
最
初

は
な
か
な
か
出
そ
う
と
思
っ
て
も
な
か

な
か
出
て
こ
な
い
。

そ
れ
が
２
日
目
３
日
目
に
な
っ
て
、

自
分
が
こ
う
い
う
も
ん
な
ん
だ
っ
て
、

自
分
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
を
し
て
瞑
想
を
し

て
、
心
が
穏
や
か
に
な
っ
て
く
れ
ば
く

る
ほ
ど
、
バ
ン
バ
ン
バ
ン
バ
ン
デ
ト
ッ

ク
ス
さ
れ
て
い
く
わ
け
な
ん
で
す
ね
。

こ
れ
は
も
う
ま
さ
に
今
日
、
治
療
さ

れ
て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し

れ
な
い
ん
で
す
け
ど
、
治
療
家
に
と
っ

て
は
こ
れ
は
も
う
絶
対
的
に
必
要
な
原

理
原
則
だ
と
思
い
ま
す
。
受
け
る
人
の

意
識
の
度
合
い
が
そ
の
治
療
家
を
ど
れ

だ
け
信
頼
し
て
い
る
か
、
安
心
感
が
あ

る
か
。
私
は
こ
う
い
う
ヒ
ー
リ
ン
グ
を

受
け
て
る
ん
だ
っ
て
い
う
こ
と
を
き
っ

ち
り
説
明
し
て
、
そ
れ
を
受
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
私
は
良
く
な
る
わ
け
で
す
。

（
完
）

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
七
四
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

呪
術
と
密
教

　
　
　

講
師　

松
本 

真
弘 

阿
闍
梨

真
言
宗
醍
醐
派
の
僧
侶
（
尼
僧
）、

修
験
道
の
阿
闍
梨
、
山
伏
。
物
部
古
神

道
伝
承
者
痛
み
抜
き
気
功
・
難
病
祈

祷
・
憑
き
物
祈
祷
。

開
催
日　

令
和
５
年
８
月
５
日

会
場　

摂
津
市
正
雀
市
民
ル
ー
ム

呪
い
は
霊
的
な
手
段
で
、
悪
意
を
も

っ
て
他
の
人
や
社
会
に
災
厄
や
不
幸
を

も
た
ら
す
行
為
で
す
。
丑
の
刻
参
り
や

陰
陽
師
が
呪
い
を
し
た
こ
と
は
歴
史
的

に
有
名
で
す
。

ま
た
現
代
で
も
小
説
や
ア
ニ
メ
「
呪

術
廻
戦
」
な
ど
で
も
そ
の
様
子
が
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。
呪
い
は
昔
の
出
来
事

で
科
学
の
進
ん
だ
現
代
で
は
な
い
だ
ろ

う
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
決
し
て
そ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ネ
ッ
ト
に
も
あ
り

ま
す
が
、
現
代
で
も
呪
い
を
請
け
負
う

人
は
い
ま
す
し
存
在
し
ま
す
。
ま
た
藁

人
形
に
釘
を
打
ち
付
け
て
い
る
の
を
見

る
事
が
あ
り
ま
す
。
呪
い
を
受
け
た
人

は
相
当
な
精
神
、
身
体
的
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
て
い
ま
す
。

今
回
の
松
本
阿
闍
梨
の
講
座
で
は
そ

う
し
た
呪
い
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
の
か
、
現
在
で
も
本
当
に
存
在
す
る

の
か
、
そ
の
対
処
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
、
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
て
頂
き

ま
し
た
。

先
ず
は
呪
い
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
の
か
？
で
す
が
、
松
本
阿
闍
梨

の
真
言
宗
で
も
呪
術
が
あ
り
ま
す
。
良

い
方
向
に
向
か
え
ば
祈
祷
で
あ
る
し
、

攻
撃
な
ど
の
方
向
に
向
か
え
ば
呪
い
で

す
。
呪
術
的
な
原
理
は
同
じ
で
す
。
例

え
ば
、
胡
瓜
封
じ
は
病
気
を
封
じ
る
と

な
っ
て
い
ま
す
が
昔
は
相
手
の
名
前
を

書
い
て
呪
咀
を
し
て
い
ま
し
た
。
根
本

は
同
じ
よ
う
な
こ
と
で
す
が
対
象
が
何

処
へ
向
か
う
か
が
違
う
。
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松
本
阿
闍
梨
の
立
場
で
は
呪
い
の
依

頼
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
が
呪
う
と
倍

返
し
で
返
っ
て
来
る
。
呪
い
を
す
れ
ば

我
が
身
を
締
め
る
こ
と
に
な
る
。
な
の

で
や
ら
な
い
し
、
や
っ
た
事
が
な
い
そ

う
で
す
。
呪
い
外
し
は
行
っ
て
い
ま
す
。

歴
史
的
に
は
第
二
次
世
界
大
戦
の

時
、
敵
国
に
対
し
大
元
帥
明
王
法
が
行

わ
れ
た
。
陰
陽
道
で
は
安
倍
晴
明
ら
は

式
神
を
作
っ
て
呪
詛
を
し
て
い
た
。
戦

国
時
代
で
は
戦
い
に
呪
咀
が
用
い
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
人
型
で
相
手
の
名
前
を

書
い
て
燃
や
す
と
か
、
札
で
呪
い
を
か

け
る
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。

現
代
で
も
呪
詛
は
さ
れ
て
お
り
、
松

本
阿
闍
梨
の
知
り
合
い
に
は
呪
い
を
請

け
負
っ
て
い
る
人
も
い
る
よ
う
で
す
。

京
都
の
丑
の
刻
神
社
、
天
王
寺
の
鎌
八

幡
神
社
が
あ
り
ま
す
。
神
戸
方
面
で
呪

い
を
か
け
る
神
社
が
あ
り
、
H
P
に

も
呪
い
ま
す
と
書
い
て
い
ま
す
。
貴
船

神
社
の
裏
山
で
た
く
さ
ん
の
藁
人
形
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

外
国
に
目
を
向
け
る
と
、
ブ
ー
ド
ゥ

の
呪
い
人
形
、
西
洋
は
悪
魔
の
使
い
を

よ
く
使
っ
て
い
ま
す
。
ア
フ
リ
カ
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
、
イ
ン
ド
、
中
国
で
も
呪
咀

は
あ
り
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
霊
的
な
事
は
盛
ん

で
黒
魔
術
規
制
法
も
あ
り
ま
す
。
呪
咀

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
は
霊
能
板
金
が
あ
り
、
事
故
し
た
車

を
拝
む
こ
と
で
凹
ん
だ
所
が
直
っ
て
出

て
来
た
話
も
あ
り
ま
し
た
。

真
言
宗
で
は
呪
い
は
憑
物
の
力
を
借

り
て
い
る
所
が
多
い
が
、
神
仏
を
使
っ

て
呪
詛
を
か
け
て
い
る
人
も
い
て
大
威

徳
明
王
や
聖
天
様
に
依
頼
す
る
事
が
多

い
。
三
角
形
の
護
摩
壇
を
使
う
。
ネ
ッ

ト
な
ど
で
の
請
負
行
者
は
あ
ま
り
上
手

く
い
か
な
い
こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
。

呪
い
を
か
け
ら
れ
た
か
ら
と
言
っ
て

典
型
的
な
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
近

上
手
く
行
か
な
い
な
ど
何
だ
か
お
か
し

い
な
と
思
っ
た
ら
呪
咀
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
み
る
こ
と
で
す
。
自
分
で
分
か
ら
な

い
場
合
は
専
門
の
人
に
依
頼
し
ま
す
。

症
例
紹
介

最
近
、
お
客
さ
ん
が
減
っ
た
と
相
談

さ
れ
た
。
商
売
敵
か
ら
呪
い
を
か
け
ら

れ
て
き
つ
い
念
が
飛
ん
で
来
て
い
た
。

調
伏
の
護
摩
焚
き
で
回
復
し
た
。

呪
咀
を
お
返
し
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
呪
咀
を
か
け
た

本
人
が
倒
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
護
摩
を
炊
い
て
外
す
こ

と
で
直
ぐ
に
改
善
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、

中
に
は
翌
日
に
は
別
の
呪
い
を
か
け
て

く
る
強
者
も
い
て
注
意
が
必
要
で
す
。

ア
ス
リ
ー
ト
の
選
抜
で
選
手
選
び
の

時
に
落
選
す
る
よ
う
に
呪
咀
さ
れ
た
、

戦
っ
て
い
る
前
で
応
援
を
装
っ
て
呪
咀

し
て
い
た
。
松
本
阿
闍
梨
が
そ
の
呪
咀

を
遠
方
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
し
て
無
事
選
抜

さ
れ
た
。

松
本
阿
闍
梨
自
身
も
呪
咀
で
や
ら
れ

た
事
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
死
に
か
け

た
事
が
あ
り
ま
す
。

大
威
徳
明
王
を
使
っ
て
襲
わ
れ
た
事

が
あ
り
、
大
威
徳
明
王
が
乗
っ
て
い
る

牛
が
襲
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。
観
音
様

で
呪
詛
さ
れ
た
事
、
西
洋
の
悪
魔
を
か

け
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

呪
咀
と
は
少
し
違
い
ま
す
が
、
怨
霊

の
怨
み
に
よ
る
祟
り
の
ケ
ー
ス
で
は
、

先
祖
で
別
の
女
性
と
結
婚
す
る
た
め
奥

さ
ん
を
切
り
殺
し
古
井
戸
に
投
げ
入
れ

た
。
そ
の
祟
り
で
子
孫
の
長
男
の
奥
さ

ん
が
調
子
が
悪
く
な
る
。
松
本
阿
闍
梨

に
相
談
さ
れ
た
方
も
、
切
ら
れ
た
所
か

ら
と
思
わ
れ
る
腕
か
ら
痺
れ
て
い
ま
し

た
。
阿
闍
梨
の
護
摩
で
改
善
し
ま
し
た
。

脳
腫
瘍
の
娘
さ
ん
の
ケ
ー
ス
。
先
祖

因
縁
で
怨
み
で
す
。
末
子
相
続
の
家
系

で
末
っ
子
が
財
産
を
継
ぐ
制
度
が
あ
り

ま
し
た
。
あ
る
末
子
が
財
産
を
継
ぐ
予

定
で
し
た
が
、
新
し
い
奥
さ
ん
が
来
て

子
ど
も
が
生
ま
れ
、
そ
の
末
子
だ
っ
た

人
は
相
続
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
で

殺
め
て
し
ま
い
怨
ま
れ
、
子
孫
が
病
気

が
ち
に
な
っ
た
。

木
を
切
っ
た
祟
り
は
よ
く
有
り
ま
す
。

敷
地
の
ア
パ
ー
ト
の
1
箇
所
に
封
印
し

て
い
る
所
が
有
っ
た
の
で
そ
こ
を
開
け

る
と
神
木
が
有
っ
た
。
話
を
聞
い
て
み

る
と
木
を
切
っ
て
か
ら
良
く
無
い
事
が

起
こ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
酒
を
か

け
て
な
だ
め
た
り
、
供
物
を
捧
げ
て
、

お
許
し
て
貰
え
る
よ
う
木
に
拝
ん
で
事

な
き
を
得
た
。
祟
り
は
樹
木
の
精
霊
が

起
こ
す
が
松
本
阿
闍
梨
は
基
本
、
樹
木

の
精
霊
を
抜
か
な
い
方
針
だ
そ
う
で
す
。

魚
の
呪
い
も
あ
り
ま
す
。
あ
る
漁
師

で
魚
が
取
れ
な
く
な
っ
た
。
魚
供
養
を

し
て
い
な
か
っ
た
。
松
本
阿
闍
梨
の
進

言
で
石
碑
を
建
て
て
魚
供
養
を
し
た
。

動
物
の
屠
殺
の
場
合
は
動
物
が
馬
頭

観
音
さ
ま
に
救
い
を
求
め
て
走
ろ
う
と

す
る
。

そ
ん
な
動
物
を
食
べ
る
た
め
に
殺
す

家
が
あ
る
が
、
そ
ん
な
家
系
に
障
害
を

持
っ
た
子
が
生
ま
れ
る
事
が
あ
る
。
そ

れ
を
神
の
子
が
生
ま
れ
た
と
言
い
、
一

族
で
そ
の
子
を
大
切
に
す
る
と
殺
さ
れ

た
動
物
の
供
養
を
す
る
こ
と
に
な
り
そ

の
一
族
が
繁
栄
し
ま
す
。

呪
い
が
そ
の
対
象
と
な
っ
た
人
に
だ

け
行
く
場
合
と
子
孫
ま
で
障
害
を
及
ぼ

12
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す
ケ
ー
ス
の
違
い
は
呪
う
人
が
一
族
が

繁
栄
し
な
い
よ
う
呪
う
か
ど
う
か
の
違

い
で
す
。

呪
咀
を
受
け
た
時
の
対
処
法

明
王
な
ら
上
の
位
の
明
王
で
返
す
、

天
部
の
仏
様
は
そ
の
上
の
位
の
仏
様
で

払
い
返
す
の
が
基
本
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
で
の
外
し
方
が
あ

り
、
そ
の
道
の
神
様
に
依
頼
し
ま
す
。

そ
の
た
め
呪
い
の
種
類
を
調
べ
、
外
国

の
場
合
は
そ
の
専
門
の
神
様
を
呼
ん
で

お
外
す
よ
う
依
頼
し
ま
す
。

呪
い
か
ら
身
を
隠
す
方
法
が
あ
る
。

手
の
印
を
組
み
な
が
ら
、
摩
利
支
天
真

言
、
オ
ン
、
マ
リ
シ
エ
イ
、
ソ
ワ
カ
と

何
回
か
唱
え
、
最
後
に
ボ
ロ
ン
と
言
う

真
言
で
身
を
隠
し
ま
す
。
呪
咀
し
て
や

っ
て
来
た
者
か
ら
は
透
明
に
な
っ
た
感

じ
で
呪
咀
か
ら
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま

た
、
普
賢
延
命
菩
薩
真
言
を
手
印

を
組
み
な
が
ら
オ
ン
バ
ザ
ラ
、
◯
◯

（
自
分
の
名
前
）
ユ
セ
イ
ソ
ワ
カ
と
唱

え
る
。
仏
の
甲
冑
を
着
る
感
じ
で
攻
撃

か
ら
身
を
護
る
バ
リ
ア
を
張
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

九
字
切
り
の
魔
払
い
も
あ
り
ま
す
。

井
文
字
で
切
る
方
法
も
あ
り
ま
す
が
、

さ
さ
斬
り
と
言
っ
て
斜
め
に
切
る
方
法

も
強
い
で
す
。
斜
め
に
切
る
場
合
は
天

地
玄
妙
行
神
変
通
力
勝
と
読
み
な
が
ら

切
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

真
言
は
１
回
、
３
回
、
７
回
、
21
回
、

１
０
８
回
と
そ
の
時
に
応
じ
て
回
数
を

変
え
れ
ば
良
い
。
し
っ
か
り
や
れ
ば
や

る
ほ
ど
防
御
で
き
る
が
、
７
回
あ
げ
る

こ
と
が
多
い
。

呪
咀
に
よ
っ
て
弱
っ
て
い
た
人
が
こ

う
し
た
防
御
に
よ
っ
て
倒
れ
に
く
く
な

っ
た
人
も
い
ま
す
。

そ
の
他
、
諸
々
の
お
話
で
す
が
、

何
故
か
明
王
で
も
呪
咀
に
使
わ
れ
る

事
が
あ
る
。
人
を
救
う
は
ず
の
仏
様
が

呪
咀
に
使
わ
れ
る
の
か
？
は

呪
咀
す
る
行
者
が
そ
の
神
仏
よ
り
も

強
い
立
場
に
あ
り
使
役
で
き
る
の
だ
と
。

星
回
り
の
マ
イ
ナ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

上
手
く
行
っ
て
い
な
い
人
が
会
場
に
い

ま
し
た
。
十
一
面
観
音
真
言
、
オ
ン
マ

カ
キ
ャ
ロ
ニ
カ
ソ
ワ
カ
を
唱
え
る
と
良

い
そ
う
で
す
。

四
国
の
イ
ザ
ナ
ギ
流
物
部
村
に
松
本

阿
闍
梨
が
行
っ
た
事
が
あ
る
。
イ
ザ
ナ

ギ
流
で
は
決
ま
り
が
き
っ
ち
り
と
決
ま

っ
て
い
る
。
神
様
と
お
話
を
し
て
い
ま

す
。
そ
の
方
の
師
匠
は
猟
犬
が
罠
に
か

か
っ
た
時
、
遠
方
か
ら
呪
術
に
よ
り
罠

を
切
っ
た
そ
う
で
す
。
イ
ザ
ナ
ギ
流
で

も
呪
う
事
が
あ
る
。
そ
の
人
達
に
か
か

っ
た
ら
お
そ
ら
く
松
本
阿
闍
梨
も
太
刀

打
ち
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
と
に
か
く
凄

か
っ
た
と
。

質
疑
応
答
も
自
分
の
状
態
相
談
も
含

め
て
多
数
あ
り
ま
し
た
。

講
座
後
は
懇
親
会
、「
寿
し
匠
お
が

わ
」で
楽
し
く
雑
談
し
ま
し
た
。

◆　
　
　
　
　

◆

日
本
古
代
遺
跡
調
査
報
告
Ⅱ

　
　
　
　
　
　
　

三
好 

一
郎

日
本
古
代
史
研
究
チ
ー
ム

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー　
　
　

天
堂
珠
希

チ
ー
ム
サ
ブ
リ
ー
ダ
―　

佐
野
信
子

影
山
治
夫

神
職　
　

卜
部
丹
也

神
職　
　

三
好
一
郎

こ
こ
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
者
は
、
地

元
豪
族
の
位
の
高
い
娘
で
あ
る
が
、
皇

女
で
は
な
く
鬼
道
を
使
い
祭
祀
を
扱
っ

て
い
た
巫
女
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
た
め

箸
墓
古
墳
の
よ
う
に
、
宮
内
庁
が
管
理

し
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

当
時
は
、
朝
廷
の
統
治
能
力
が
十
分

に
あ
る
と
は
い
え
ず
、
常
に
豪
族
間
の

争
い
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し

て
、
各
豪
族
は
権
謀
術
策
を
図
り
、
時

に
は
力
に
よ
る
戦
い
も
多
く
あ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。

そ
ん
な
中
、
鬼
道
を
使
い
パ
ワ
ー
バ

ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
た
卑
弥
呼
を
直
接

攻
撃
で
き
な
か
っ
た
た
め
な
の
で
あ
ろ

う
か
、
側
近
を
抱
き
込
み
卑
弥
呼
を
謀

殺
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の

側
近
も
そ
の
行
動
が
発
覚
し
殺
さ
れ
た

と
思
わ
れ
る
。
ま
た
は
、
奈
良
の
一
角

を
統
治
し
て
い
た
豪
族
の
物
部
の
、
意

に
逆
ら
う
宣
託
を
し
た
た
め
謀
殺
を
計

画
し
た
か
、
そ
れ
と
も
そ
の
託
宣
に
よ

り
物
部
の
一
部
が
大
敗
し
た
の
で
、
そ

の
責
を
取
ら
せ
る
た
め
側
近
に
毒
殺
さ

せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
そ

の
犯
人
の
側
近
は
仕
え
て
い
る
主
人
に

殺
さ
れ
、
卑
弥
呼
の
側
に
埋
葬
さ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
く
つ
か
の
考

え
が
頭
を
よ
ぎ
る
。

こ
の
管
理
さ
れ
て
い
な
い
墳
墓
は
、

観
光
目
的
で
、
衆
人
に
踏
み
荒
ら
さ
れ

て
い
る
た
め
、
埋
葬
さ
れ
て
い
る
方
は

残
念
の
念
と
霊
域
の
尊
厳
を
蹂
躙
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
、
波
動
も
著
し
く
乱
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
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そ
の
た
め
、
一
層
に
光
を
求
め
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
こ
こ
で
感
じ

た
の
は
古
墳
と
は
墳
墓
で
あ
る
か
ら
、

人
の
足
で
踏
み
荒
ら
す
よ
う
な
管
理
は

好
ま
し
く
な
く
、
も
少
し
考
え
て
も
ら

え
れ
ば
と
願
う
の
だ
が
。

考
察
と
し
て
は
、
ホ
ケ
ノ
古
墳
は
皇

族
で
は
な
く
地
元
豪
族
の
位
の
高
い
鬼

道
を
使
う
巫
女
で
あ
っ
た
初
代
ヒ
ミ
コ

の
墳
墓
で
あ
り
、
ヒ
ミ
コ
を
謀
殺
（
謀

殺
理
由
は
上
記
に
い
く
つ
か
例
を
記

載
）
さ
せ
た
物
部
氏
は
ヒ
ミ
コ
を
殺
し

た
側
近
の
者
を
さ
ら
に
殺
し
て
、
ヒ
ミ

コ
の
墳
墓
に
一
緒
に
埋
葬
し
た
（
ヒ
ミ

コ
と
側
近
の
怨
霊
封
じ
の
た
め
一
緒
に

墳
墓
に
埋
葬
）
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
た
。

そ
し
て
、
墳
墓
の
造
ら
れ
た
時
期
を

見
れ
ば
３
世
紀
中
頃
と
の
調
査
デ
ー
タ

ー
か
ら
も
、
大
き
く
考
察
は
違
い
が
な

い
の
で
は
な
い
か
と
判
断
し
た
の
だ
が
。

次
に
、
ホ
ケ
ノ
古
墳
に
隣
接
す
る
箸

墓
古
墳
側
の
喫
茶
・
ひ
す
い
ギ
ャ
ラ
リ

ー
ひ
み
こ
の
庭
に
向
か
う
。

こ
こ
は
、
箸
墓
古
墳
の
一
角
の
大
き

な
た
め
池
の
横
に
あ
り
古
墳
を
借
景
と

し
た
現
代
と
、
古
墳
時
代
が
交
差
す
る

最
高
の
場
所
で
あ
る
。
こ
の
店
舗
の
広

場
に
は
、
天
然
記
念
物
で
今
で
は
採
取

は
不
可
能
な
糸
魚
川
翡
翠
の
、
１
個
の

石
が
何
ト
ン
も
あ
る
大
岩
が
何
個
も
置

か
れ
て
い
て
、
今
で
は
絶
対
に
入
手
で

き
な
い
翡
翠
原
石
に
囲
ま
れ
た
庭
園
は

見
事
と
言
う
し
か
な
い
。
昨
年
に
伺
い
、

店
舗
の
代
表
と
お
会
い
し
た
の
だ
が
、

今
年
２
月
に
亡
く
な
ら
れ
、
お
会
い
で

き
な
か
っ
た
。
同
時
期
に
、
こ
の
地
を

紹
介
い
た
だ
い
た
瀧
田
氏
も
亡
く
な
ら

れ
て
い
た
。
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

昨
年
、
箸
墓
古
墳
を
調
査
し
た
時
に

は
、
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
も
同
行
し
サ
ブ
リ

ー
ダ
ー
か
ら
「
権
力
争
い
で
殺
さ
れ

た
。
も
う
争
い
は
嫌
だ
。
毒
殺
さ
れ
た
。

苦
し
い
。
光
を
当
て
て
欲
し
い
」
と
の

霊
言
を
受
け
た
の
で
、
リ
ー
ダ
ー
は
伯

家
神
道
の
所
作
を
舞
い
、
埋
葬
者
の
御

霊
を
向
上
さ
せ
た
経
緯
が
あ
っ
た
。

こ
の
時
の
霊
言
は
、
１
５
０
０
年
以

上
の
時
空
を
超
え
、
豪
族
間
の
争
い
が

数
多
く
行
わ
れ
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
、

そ
の
争
い
に
鬼
道
を
扱
っ
て
い
た
た
め

渦
中
に
巻
き
込
ま
れ
、
期
せ
ず
し
て
殺

さ
れ
た
者
の「
悔
し
い
思
い
。
残
念
な

思
い
」が
波
動
と
し
て
、
そ
の
地
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
ん
だ
よ
と
い
う
こ
と
を
証

明
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
か
す
か
に
残

る
想
念
を
目
の
前
に
見
え
る
が
ご
と
く

読
み
取
り
、
リ
ー
ダ
ー
に「
光
を
当
て

て
欲
し
い
」と
訴
え
る
こ
と
の
で
き
る
サ

ブ
リ
ー
ダ
ー
の
能
力
た
る
は
素
晴
ら
し

く
、
三
好
の
知
る
限
り
で
は
稀
有
な
存

在
の
方
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
霊
言
が
あ
っ
た

時
、
埋
葬
者
は
ヒ
ミ
コ
で
は
な
く
ト
ヨ

で
あ
る
と
思
わ
れ
た
の
だ
が
、
今
回
の

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
霊
言
に
よ
り
、
箸
墓

古
墳
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
の
は
壱
与
だ

と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
ホ
ケ
ノ
山
古
墳
に
埋
葬
さ

れ
て
い
る
の
が
、
初
代
で
あ
る
卑
弥
呼

（
魏
志
倭
人
伝
に
は
卑
と
か
の
貶
め
た
文

字
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
国
内
に
は
卑

し
い
名
の
身
分
の
者
は
存
在
せ
ず
、
中

国（
魏
）で
は
他
国
の
者
に
は
貶
め
た
文

字
を
使
っ
て
い
る
。
卑
弥
呼
は
豪
族
の

鬼
道
を
扱
う
女
性
と
も
思
え
る
が
、
皇

女
壱
与
ら
崇
神
天
皇
の
皇
女
・
豊
鍬
入

姫（
と
よ
す
き
い
り
ひ
め
）や
ニ
ニ
ギ
の

母
・
萬
幡
豊
秋
津
姫（
よ
ろ
ず
は
た
と

よ
あ
き
つ
ひ
め
）
に
比
定
す
る
と
の
説

も
あ
る
。
謁
見
し
た
魏
の
使
節
に「
あ

の
方
は
？
」
と
聞
か
れ
、
侍
従
の
者
が

単
に「
姫
」と
言
い
、
漢
字
に
記
し
た
の

が
卑
弥
呼
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

な
お
、
壱
与
は
卑
弥
呼
の
宗
女（
特

に
世
継
ぎ
と
さ
れ
る
女
性
を
指
す
言
葉

と
さ
れ
て
い
る
）と
思
わ
れ
た
の
だ
が
。

箸
墓
古
墳
は
、
宮
内
庁
管
理
下
に
あ

る
た
め
墳
墓
中
に
入
る
こ
と
は
出
来
な

い
の
で
、
宮
内
庁
報
告
か
ら
推
測
す
る

し
か
な
い
の
で
、
以
下
略
述
す
る
。

奈
良
県
大
和
盆
地
南
部
の
巻
向
地
区

に
あ
る
、
纏
向
（
ま
き
む
く
）
遺
跡
群

の
中
心
近
く
に
あ
る
の
が
箸
墓
古
墳
で

あ
り
、
全
長
２
８
０
メ
ー
ト
ル
の
日
本

最
古
の
前
方
後
円
墳
で
、
３
世
紀
中
頃

か
ら
後
半
の
築
造
と
推
定
さ
れ
て
い

る
。
正
式
に
は
「
倭
迹
迹
日
百
襲
媛
命

大
市
墓
（
や
ま
と
と
と
ひ
も
も
そ
ひ
め

の
み
こ
と
お
お
い
ち
の
は
か
）」
で
、

こ
の
倭
迹
迹
日
百
襲
媛
命
は
、
日
本
最

古
の
神
社
で
あ
る
大
神
（
お
お
み
わ
）

神
社
に
祀
ら
れ
て
い
る
大
物
主
命
（
お

お
も
の
ぬ
し
の
み
こ
と
）の
妻
。

（
写
真
）
箸
墓
古
墳
／
倭
迹
迹
日
百
襲

姫
命
大
市
墓
拝
所

箸
墓
古
墳
の
、
古
墳
の
被
葬
者
は
誰

な
の
か
と
論
説
多
々
あ
り
、
３
世
紀
の

魏
志
倭
人
伝
に
記
述
の
あ
る
邪
馬
台
国

14
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の
卑
弥
呼
の
墓
で
あ
る
と
の
説
が
多
く

を
占
め
て
い
る
が
、
卑
弥
呼
の
墓
で
あ

る
な
ら
、
邪
馬
台
国
は
箸
墓
古
墳
の
あ

る
巻
向
の
地
に
王
都
が
あ
る
こ
と
に
な

り
、
邪
馬
台
国
九
州
説
は
完
全
に
否
定

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
箸
墓
古
墳
の

被
葬
者
も
ま
た
学
術
的
に
は
確
定
し
て

い
な
い
。

た
だ
一
説
的
に
は
、
こ
の
箸
墓
古
墳

を
含
む
纏
向
遺
跡
が
邪
馬
台
国
と
思
わ

れ
、
そ
れ
に
よ
り
箸
墓
古
墳
は
卑
弥
呼

の
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。邪

馬
台
国
は
定
め
ら
れ
た
一
か
所
が

邪
馬
台
国
で
は
な
く
、
九
州
を
初
め
と

す
る
大
和
一
族
が
、
瀬
戸
内
海
を
通
過

し
現
在
、
岡
山
県
（
中
山
茶
臼
古
墳
、

美
和
山
古
墳
群
が
あ
る
）、
徳
島
県（
穴

観
音
古
墳
、
穴
不
動
古
墳
、
天
河
別
神

社
古
墳
群
）、
淡
路
島
（
ユ
ダ
ヤ
遺
跡

が
現
存
、
剣
山
の
ア
ー
ク
伝
説
、
石
の

寝
屋
古
墳
群
、
沖
ノ
島
古
墳
群
）
を
経

由
し
て
大
和
盆
地
に
最
終
的
に
定
着

し
、
邪
馬
台
国
（
大
和
国
）
と
し
て
成

立
し
た
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
と
の

説
も
あ
る
。
三
好
は
、
こ
の
説
を
推
す

が
確
定
は
難
し
い
。

魏
志
倭
人
伝
に
は
、
邪
馬
台
国
の
場

所
が
特
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
日
本
の
記

紀
に
も
具
体
的
な
記
載
の
無
い
の
が
不

思
議
な
と
こ
ろ
で
も
あ
る
の
だ
が
、
邪

馬
台
国
の
漢
字
か
ら
は
貶
め
た
文
字
を

使
っ
た
邪
馬
台
国
で
は
な
く
、
本
来

「
大
和
国
」で
あ
っ
た
は
ず
。
で
あ
れ
ば
、

こ
こ
だ
と
場
所
が
特
定
さ
れ
そ
う
な
気

が
し
て
く
る
。
魏
志
倭
人
伝
に
は
漢
字

で
記
載
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
日
本
に

は
口
伝
が
主
で
あ
り
、
記
録
に
残
す
文

字
が
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
に

卜
占
が
あ
る
程
で
あ
る
か
ら
、
神
代
文

字
等
は
存
在
し
て
お
り
、
何
か
し
ら
の

記
録
は
さ
れ
て
は
い
た
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
後
の
政
権
に
よ
り
抹
消
さ
れ
、

魏
の
漢
字
で
記
載
さ
れ
た「
三
国
志
」に

記
載
さ
れ
た「
魏
志
倭
人
伝
」が
今
日
の

正
史
と
し
て
重
ん
じ
ら
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
古
代
の
日
本
に
文
字
が
存

在
せ
ず
、
文
字
は
中
国
か
ら
の
漢
字
導

入
か
ら
文
字
と
し
て
存
在
す
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
偏
見
で

あ
り
、
も
う
少
し
研
究
者
は
日
本
国
に

自
信
を
持
ち
研
究
を
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
、
古
代
で
あ
っ
て
も

日
本
の
擁
護
を
し
た
く
な
っ
た
。

古
墳
群
に
は
、
崇
神
天
皇
の
陵
墓
と

さ
れ
る
行
燈
山
古
墳
も
箸
墓
古
墳
の
２

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
北
に
あ
り
、
初
期
の
大

和
王
権
の
所
在
地
磯
城
（
し
き
）
と
も

近
く
、
纏
向
遺
跡
が
邪
馬
台
国
の
王
都

で
、
初
期
大
和
王
権
は
前
の
統
治
し
て

い
た
組
織
か
ら
、
そ
れ
ら
を
権
力
の
移

行
に
と
も
な
い
、
実
質
的
に
奪
い
取
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。

こ
こ
で
、
参
考
ま
で
に
ヒ
ミ
コ
と
、

ト
ヨ
の
略
説
を
す
る
。

「
魏
志
倭
人
伝
」
に
よ
る
と
卑
弥
呼

は
邪
馬
台
国
に
居
住
し
（
女
王
之
所

都
）、
鬼
道
で
衆
を
惑
わ
し
て
い
た
と

い
う
（
事
鬼
道
、
能
惑
衆
）。
ま
た
、

卑
弥
呼
は
邪
馬
台
国
の
王
と
い
う
の
は

間
違
い
と
い
う
説
が
あ
る
。

こ
の
鬼
道
や
惑
の
意
味
に
は
、
諸
説

あ
り
正
確
な
内
容
は
不
明
だ
が
、
魏
志

倭
人
伝
で「
輒
灼
骨
而
卜
、
以
占
吉
凶
」

（
骨
を
焼
き
、
割
れ
目
を
見
て
吉
凶
を

占
う
）
と
あ
る
よ
う
に
、
卜
術
を
よ
く

行
う
巫
女
（
シ
ャ
ー
マ
ン
）
で
あ
っ
た

可
能
性
が
高
い
。
本
人
は
人
前
に
姿
を

現
さ
ず
、
弟
だ
け
に
し
か
姿
を
見
せ
な

か
っ
た
。

こ
れ
か
ら
見
る
と
、
卑
弥
呼
は
祭
祀

王
で
あ
り
、
か
つ
統
治
王
の
両
方
の
権

力
を
兼
ね
備
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の

だ
が
。

福
岡
県
糸
島
市
の
平
原
遺
跡
か
ら
、

八
咫
の
鏡
と
同
じ
直
径
の
大
型
内
行
花

文
鏡
５
枚
を
始
め
大
量
の
玉
類
や
装
身

具
が
出
土
し
て
い
る
。
魏
志
倭
人
伝
に

お
け
る
伊
都
国
の
重
要
な
役
割
か
ら
み

る
と
、
卑
弥
呼
は
伊
都
国
に
繋
が
る
系

統
の
巫
女
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
の
と
、
ま
た
卑
弥
呼
は
伊
都

国
か
ら
部
族
の
者
と
一
緒
に
纏
向
遺
跡

に
ま
で
移
動
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推

測
す
る
。

卑
弥
呼
は
既
に
年
長
大
で
あ
り
、
夫

は
い
な
い
、
弟
が
い
て
彼
女
を
助
け
て

い
た
と
の
伝
承
が
あ
る
。
王
と
な
っ
て

か
ら
後
は
、
彼
女
を
見
た
者
は
少
な

く
、
た
だ
一
人
の
男
子
だ
け
が
飲
食
を

給
仕
す
る
と
と
も
に
、
彼
女
の
も
と
に

出
入
り
を
し
て
い
た
と
魏
志
倭
人
伝
に

記
載
さ
れ
て
い
る
。

卑
弥
呼
が
死
亡
し
た
と
き
に
は
、
倭

人
は
直
径
百
余
歩
（
こ
の
時
代
の
中
国

の
百
歩
は
日
本
の
二
百
歩
に
相
当
し
、

約
90
ｍ
）
の
範
囲
に
多
数
の
塚
を
作

り
、
奴
婢
百
余
人
を
殉
葬
し
た
と
古
墳

規
模
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
る
の
だ

が
、
具
体
的
な
場
所
は
魏
志
倭
人
伝
に

は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
記
録
が
適
正
な
の
で
あ
れ
ば
、

こ
の
数
字
に
合
致
し
な
い
規
模
の
ホ
ケ

ノ
古
墳
は
誰
の
墳
墓
な
の
で
あ
ろ
う

か
？
箸
墓
古
墳
が
卑
弥
呼
の
墓
で
あ
れ

ば
、
台
与
の
墓
は
何
処
か
？
卑
弥
呼
が

埋
葬
さ
れ
て
い
る
地
域
は
邪
馬
台
国（
大

和
の
国
）の
国
家
と
な
る
が
、
そ
の
遺
跡

等
存
在
は
確
認
さ
れ
て
い
る
の
か
？
と

15
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詳細はまた機会有ればまた紹介しますが、気
当て診断の応用例項目をあげておきます。
◯ 食材選び
◯ 料理での食材組み合わせ
◯ 気パワースポットを探す
◯ 良質温泉の見つけ方
◯ 効能チェック
◯ 音楽と気
◯ 魂のチェックを診療、生活に生かす

◯ 相性チェック
◯ 多くの情報から適切情報を探す
◯ スピリットとコミュニケーション
◯ 遠隔チェック
◯ 霊障、憑依に応用
◯ 家系因縁
◯ 心理学への応用
◯ 医療への応用
など

ま
た
い
く
つ
か
の
疑
問
が
生
じ
る
。

解
明
さ
れ
な
い
か
ら
こ
そ
、
夢
と
ロ

マ
ン
が
あ
る
と
言
え
る
が
、
現
実
に
、

各
古
墳
の
調
査
を
し
て
み
る
と
、
そ
の

地
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
人
の
多
く
は
自

然
死
で
な
く
、
毒
殺
・
暗
殺
さ
れ
た
も

の
が
多
く
、
そ
れ
ら
の
者
は
苦
痛
に
満

ち
、「
早
く
光
を
当
て
て
欲
し
い
、
天

に
上
げ
て
欲
し
い
」
と
哀
願
し
て
い
て

い
る
か
ら
、
歴
史
と
し
て
は
夢
、
ロ
マ

ン
が
あ
る
が
、
亡
く
な
っ
た
方
の
立
場

は
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
と
い
う
の

が
、
本
音
だ
と
言
え
る
。

臺
與
（
台
与
、
と
よ
）（
２
３
５
年
―

没
年
不
明
）、
あ
る
い
は
壹
與
（
壱
与
、

い
よ
）
は
、
日
本
の
弥
生
時
代
３
世
紀

に
、『
三
国
志
（
歴
史
書
）・
魏
志
倭
人

伝
』
中
の
邪
馬
台
国
を
都
と
し
た
倭
の

女
王
卑
弥
呼
の
宗
女
で
あ
り
、
卑
弥
呼

の
後
継
の
男
王
（
名
は
不
明
）
の
次
に
、

13
歳
で
女
王
に
な
り
倭
を
ま
と
め
た
と

さ
れ
る
。

魏
志
倭
人
伝
中
で
は
「
壹
與
」
で
あ

る
が
、
後
代
の
書
で
あ
る
『
梁
書
倭
国

伝
』『
北
史
倭
国
伝
』
で
は
「
臺
與
」
と

記
述
さ
れ
て
い
る
。

魏
志
倭
人
伝
に
よ
る
（
以
下
、

W
ikipedia

か
ら
抜
粋
）
と
、
正
始
８

年
（
２
４
７
年
）
に
帯
方
郡
太
守
と
し

て
王
頎
が
着
任
し
た
。
倭
国
は
帯
方
郡

へ
載
斯
烏
越
ら
使
者
を
派
遣
し
、
親
魏

倭
王
の
女
王
卑
弥
呼
に
未
だ
従
わ
な
い

狗
奴
国
の
男
王
卑
弥
弓
呼
を
攻
撃
中
で

あ
る
と
（
王
頎
に
）
報
告
し
た
。
太
守

は
塞
曹
掾
史
の
張
政
ら
を
派
遣
し
、
詔

書
お
よ
び
黄
幢
（
魏
帝
軍
旗
）
を
難
升

米
（
な
し
め
）
に
授
け
て
和
平
を
仲
介

し
た
。

後
に
、
女
王
卑
弥
呼
が
死
ぬ
と
径
百

余
歩
の
大
き
な
塚
を
作
り
、
奴
婢
百
余

人
を
殉
葬
し
た
。
後
継
者
と
し
て
男
王

が
立
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
男
王
を
不
服

と
し
て
国
が
内
乱
状
態
と
な
り
、
千
余

人
が
誅
殺
し
合
っ
た
。

改
め
て
、
卑
弥
呼
の
宗
女
で
あ
る
台

与
を
13
歳
の
女
王
と
し
て
立
て
た
結

果
、
倭
国
は
遂
に
安
定
し
た
。
台
与
は
、

倭
国
大
夫
卒
善
中
郎
將
の
掖
邪
狗
ら

二
十
人
を
随
行
さ
せ
た
上
で
張
政
ら
を

帰
還
さ
せ
た
。

そ
の
際
、
男
女
生
口
三
十
人
を
献
上

す
る
と
共
に
、
白
珠
五
千
孔
、
靑
大
句

珠
二
枚
お
よ
び
異
文
雑
錦
二
十
匹
を
貢

い
だ
と
さ
れ
る
。
張
政
が
倭
に
渡
っ
た

正
始
８
年
か
ら
、
卑
弥
呼
の
死
と
台
与

の
王
位
継
承
は
、
そ
れ
程
年
月
が
経
っ

て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

『
日
本
書
紀
』の
神
功
紀
に
引
用
さ
れ

る『
晋
起
居
注（
現
存
せ
ず
）』に
、
泰
初

（「
泰
始
」
の
誤
り
）
２
年（
２
６
６
年
）

に
倭
の
女
王
の
使
者
が
朝
貢
し
た
と
の

記
述
が
あ
る
。
現
存
す
る
『
晋
書
』
武

帝
紀
と
四
夷
伝
で
は
、
２
６
６
年
に
倭

人
が
朝
貢
し
た
こ
と
は
書
か
れ
て
い
る

が
、
女
王
と
い
う
記
述
は
無
い
。
卑
弥

呼
#
神
功
皇
后
説
に
も
あ
る
よ
う
に
、

江
戸
時
代
に
は
こ
の
女
王
は
卑
弥
呼
と

考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
卑
弥
呼
は

２
４
９
年（
正
始
10
年
）
ま
で
に
逝
去

（『
梁
書
』）し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
近
年
で
は
こ
の
倭
国
女
王
は
台
与

の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
朝
貢
の
記
録
を
最
後
に
、
中
国

の
史
書
か
ら
邪
馬
台
国
や
倭
に
関
す
る

記
録
が
途
絶
え
、
次
に
現
れ
る
の
は

１
５
０
年
の
後
の
義
熙
９
年
（
４
１
３

年
）
の
倭
王
讃
の
朝
貢
（
倭
の
五
王
）

で
あ
る
。

台
与
と
、
後
の
ヤ
マ
ト
王
権
と
の
関

係
は
諸
説
あ
っ
て
は
っ
き
り
し
な
い
。

な
お
、
こ
の
正
始
10
年
（
４
月
に
改
元

さ
れ
て
嘉
平
元
年
）（
２
４
９
年
）
は
、

中
国
で
は
曹
操
に
始
ま
る
曹
氏
の
魏
か

ら
、
司
馬
懿
に
始
ま
る
司
馬
氏
の
晋
へ

禅
譲
革
命
が
行
わ
れ
る
、
２
６
５
年
12 

月
（
泰
始
元
年
）
に
至
る
契
機
と
な
っ

た
年
で
あ
る
。

◆　
　
　
　
　

◆
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［2］ 気当て診断法　初級
当てた気が共鳴して跳ね返るのを感知する訓

練です。
探したいものを意識して気を当てると、意識し

たものが対象物にあるとき、気は共鳴して跳ね返
ります。ない時は跳ね返りません。

意識を変化させて気の共鳴反応を見れば、
その意識するものに応じて対象物に何があるか
を探せます。

たとえば「蓄積した感情」と意識して当てた気
が共鳴すると蓄積した感情があると分かります。

「細菌」と意識して当てた気が共鳴すると細菌
があると分かります。

初級講座では、こうした共鳴した気の反応を
感じ取る訓練をします。

［3］ 気当て診断法をマスター　中級
（初級終了の方対象）
気の範囲測定や定量

初級で学んだ気の共鳴で探し当てたものが空
間的にどれ位の大きさで存在するかをチェックし
ます。共鳴反応の有るところと無い所の境界を
繋いでいくと大きさが分かります。

定量では、探し当てたものが、どの程度の力
があるのかを数値化します。数値化の仕方に
は、
少ない数値から次第に上げて共鳴を見る
共鳴して跳ね返る気の長さ、距離を測る
があります。

［4］ 天賜気功法習得
天賜気功法では、求める気を意識して天空

に向かって意識を飛ばします。投げた意識に共
鳴した天空から気エネルギーが得られます。飛
ばす意識を変えることで、いろいろな種類の気
エネルギーが得られます。

一般の気功では単一の気しか出ません。
セラピーを音楽に例えると、音楽療法が良い

からと言って、悲しい人に行進曲を聞かせても
癒されません。悲しい人にはもの静かな曲で癒
されます。

気功による癒しにおいても同じで、そのヒーリ
ングに合った気を用いる必要があります。

たとえば、悲しみで落ち込んだ人には、悲し

みを癒す気が要ります。その時は、天空に向か
って、「悲しみを癒す」とイメージして意識を飛ば
します。その意識に共鳴して悲しみを癒す気が
降りてきます。その気で悲しみで落ち込んだ人を
癒すのです。

このように天賜気功ではその場に合った気エ
ネルギーを天空から取り寄せて用います。

［5］ 「気当て診断法」講座上級
（中級終了の方対象）

何％気が入ったかチェックして100％の気入れ
する訓練をします。

上述の天賜気功で必要な気エネルギーを取り
寄せます。

そのエネルギーを、水などの物に入れます。
それに余すことなく100%気を入れる訓練をし

ます。
そのためのコツは空間的に入れるだけではな

く、粒子を細かく入れて行き、素粒子より細かい
所まで入れる訓練をします。

どの程度、気が入ったかは、気当て診断で
チェックします。

［6］ 気当て診断法応用講座
（中級以上の力が必要）

これまで解説した気当て診断法の技術を利用
した色々な応用法を指導します。
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れば、後は気に乗せる意識を変えることで、い
ろいろな物をチェックすることができます。

大切な事は、意識を乗せた気が対象物と共鳴
しているか共鳴していないかを感知することです。

共鳴、非共鳴の感覚の違いは、私は当たる
か当たらないかの感じでしたが、人によって少し
違うようです。感じ方の決まりはありません。要
はその人が、共鳴と共鳴していない時の違いが
分かれば良いのです。

４．「気当て診断」を使いこなすためには
「気当て診断」を応用するためには共鳴の程

度や空間的な広がりを定量測定する必要があり
ます。

ある食材、例えばオリーブ油、AとBとしましょ
う。Aのオリーブ油とBのオリーブ油で共に免疫
力を上げる作用があると判定されました。しかし
選ぶとなると、AとBで免疫力を上げる作用が
どれ位あるかが分からないと選べません。Aが
50点、Bが80点と分かればBが良いと選べます。

このように比較するときは共鳴反応の定量が
要ります。

共鳴反応の定量は、数値か距離でします。
数値で定量する場合は、10以上に共鳴、20

以上に共鳴、30以上に共鳴と次第に数値を上
げて行きながら気当てチェックします。例えば、
50以上に共鳴し、60以上に共鳴反応が無けれ
ば、その共鳴反応は50〜60だと判定します。
さらに細かくチェックしたい方は51 以上、52 以
上と順に数値を追ってください。

共鳴反応の距離で共鳴の度合いをチェックす
る場合は、共鳴による気の跳ね返り距離を測定
します。例えば1 . 2mはねかえるなどです。

いずれも数値は絶対的なものではありません。
同じ共鳴反応であっても、その数値は人によっ
て変わります。同じ共鳴を、ある人は100に反
応すると言い、ある人は600に反応すると言って
も構わないのです。数値は自分の中で比較する
尺度と考えてください。

共鳴の広がりや範囲を観るには、共鳴する所
と共鳴しない所のボーダーラインを探します。そう
したボーダーラインを繋いでいくと共鳴している広
がりをチェックすることが出来ます。

私がよくチェックする広がりは、人からの意識

エネルギーです。生活していると必ず人と関わり
ます。そうすると誰かからの意識エネルギーを受
けてしまいます。意識も発生してそれがきつい場
合は生霊と呼ばれます。この人からの意識エネ
ルギーが何処にどれ位広がっているかをチェック
して気エネルギーで消します。

このようにエネルギーの広がりを観ることはヒー
リングではとても大切です。マイナスエネルギー
が何処にどれ位広がっているかが分からないと、
どれ程懸命にヒーリングしてもチェックできていな
い所でマイナスエネルギーが残ってくるからです。

ヒーリングされる方はぜひマイナスエネルギー
の広がりを正確にチェックしてください。

さらに気当て診断では、当てる気に乗せる意
識を変えれば、それに応じてチェックできるものも
変わります。ですから無限と言って良いくらい応
用することができるのです。

５．「気当て診断法」習得講座案内
気当て診断法を習得できる講座を行っていま

す。その内容をお伝えします。

［1］ 気を感知する入門講座
気当て診断の基本は気を出すことです。
気を出すことはそれほど難しいことではありま

せん。気の流れを促すように動くと初心者でも気
功ができるようになります。

気の流れを促す動きで最も効果的なのは、は
しもと内科外科クリニックで指導している医療ヨガ
ですが、ここでは病人さんの改善までを目指すわ
けではないので、医療ヨガの考え方を取り入れ
て、気を出すのに必要なことだけを行います。

医療ヨガでも指導している気を出すのに必要
な３つのポイントは
1 . 動脈を末端までしっかりと流す
2 . 滞る静脈やリンパ液を心臓に戻す
3 . 歪んだ脊椎を矯正する
です。

この3つが改善すれば気エネルギーの流れも
良くなり、外気功が直ぐにできるようになります。
初めての方でも約9割の方がマスターされます。
外気功が出るようになったら手から気を出して気
の感覚を覚えます。
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手から気を出し、食べ物や薬などの気エネル
ギーを取って人に当てるとどうなるか？と遊び心で
実験してみました。

すると、ある時は人から当てた気エネルギー
が反発し、ある時は気エネルギーがその人にス
ッと入り込んだのです。

そのカラクリは当てた気がその人に適合する
時、気エネルギーは入り込み、適合しない時は
跳ね返る事が分かりました。

面白くなって、いろいろな気を取って来ては人
に当て、適合、不適合の反応を見ました。

例えば目の前にあるみかんが、その人に合う
かどうかをチェックするには、そのみかんの気エ
ネルギーをちょっと取って、その人に投げてみま
す。合う時はスッと身体に気が入って行きます。
合わない時は入って行きません。

気エネルギーの入り方も、とてもよく入る、入る
けれど完全じゃない、わずかしか入らない、完全
に入らないなど段階があるのも分かってきました。

そのうち、自分がイメージした気エネルギー を
人に当てると、イメージしたものと同じエネルギー
がある時、気は跳ね返り、無いと跳ね返らない
ことを知りました。

これにより対象物に有るものを気当て診断でチ
ェックできるようになりました。

３．「気当て診断」習得法
「気当て診断法」を身につける第一歩は気を

感知できるようになることです。
これまでに気功をしたことがある人はちょっとし

た訓練で直ぐに「気当て診断法」を身に付ける
ことができます。

もし、気功などの訓練をしたことが無い人は
医療ヨガをすると初めての人でも約 9 割の人が
外気功ができるようになります。

医療ヨガとは患者さんや身体にハンデのある
人にもできるよう伝統的なヨガをアレンジした動き
です。

医療ヨガの動きのポイントは3つあります。
1 . 動脈を末端までしっかりと流す
2 . 滞る静脈やリンパ液を心臓に戻す
3 . 歪んだ脊椎を矯正する

この3つを修正するために動くのが医療ヨガで
す。この医療ヨガを行うと、血液の流れが良くな
るだけでなく、気エネルギーの流れも非常に良く
なり、外気功が直ぐにできます。

外気功が出来ているかどうかは「折れない
腕」でチェックします。「折れない腕」とは手の
先へ向かって気を流すと腕に力を入れなくても他
人が腕を曲げようとしても折り曲げれられない現
象です。

初めての人でも約9割の方が「折れない腕」
が出来るようになり驚かれます。

それが出来てから気の感覚を覚えます。手を
合わせて気を出し、手のひらの間のホワーっとし
た気の感覚を感じて貰います。

気の感覚が分かるようになったら、利き手の
指先から気を出し、反対側の手の平に向かって
気を当てます。手の平で気が当たる感覚を覚え
ます。

次は共鳴反応の感知です。
利き手から出す気に、「手」という意識を乗せ

て反対側の手の平に向かって気を当てます。手
に当たる感覚を覚えて貰います。

その次は非共鳴反応の感知です。
利き手から出す気に、「足」という意識を乗せ

て反対側の手の平に向かって気を当てます。手
に当たる感じが「手」と意識した時とは違い、当た
らなくなる、当たりが弱くなるなどの感覚となります。

この気の反応の共鳴、非共鳴の違いが分か
るようになったら、チェックしたいものを意識して
手から出る気に乗せて対象物に当てます。

よく例に出すのは、自分の肝臓に気を当てま
す。先ずは「肝臓」と意識しながら気を当てま
す。次は「心臓」と意識しながら肝臓に気を当
てます。この気の反応の違いが分かるようにな
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日本サイ科学会の皆様、関西日本サイ科学
会会長の橋本和哉です。大阪府摂津市ではし
もと内科外科クリニックの院長をしています。

この度、サイジャーナルへの原稿依頼があっ
たので、私が診療、スピリチュアル相談に使い、
演題発表の中で紹介している「気当て診断法」
をまとめて紹介いたします。

１．「気当て診断法」とは
コウモリが当てた超音波の跳ね返りで物を探

るように、気を当てて何があるかを探る方法で
す。対象物の中に自分が意識している情報（も
の）があるかどうかを気の跳ね返り方で検討しま
す。

ある対象を意識して気を当てると・・・
意識した対象が
あるとき・・・・・気が跳ね返ってくる
ないとき・・・・・跳ね返りがありません

これは意識した気と対象との共鳴反応を見て
います。

こうして意識した物や事柄の気の跳ね返りを
見ることで、対象に何があるかをサーチできま
す。

たとえば、身体に「悲しみ」のエネルギーがあ
るとします。

悲しみ、悲しみと意識して、その気を調べて
みたい場所に当てると、「悲しみ」のエネルギー
がある所では気が跳ね返ってきます。
「悲しみ」のエネルギーがない所では跳ね返り

ません。
そうした気の跳ね返り方で、探索したいものが

存在するかどうかを調べることができるのです。
意識する内容を変えることで気当て診断法は

無限に応用できます。

私は気のチェック法としてOリングテストやダウ
ジングを使ったこともありましたが、Oリングテスト
では10回くらい行うと指が疲れてくる、ダウジン
グは反応を取るのに数秒から10秒と時間がかか
るので、今はあまり疲れない、反応も一瞬で取
れる「気当て診断法」をメインに使っています。

２．「気当て診断」の誕生
こうした「気当て診断」を開発したのは平成

20年ころです。
クリニックで指導している医療ヨガをすると直ぐ

に外気功が出来るようになります。動脈血を末梢
までしっかり流し、滞る静脈血、リンパ液を上半
身に戻す、脊髄を伸ばすと直ぐに気が出てきま
す。

気当て診断法
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